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南小泉遺跡は、昭和初期に霞目飛行場の拡張工事の際に発見され、昭和25年刊

行の「仙台市史」に詳しく述べられ多 くの方々の注目を集めてきた遺跡でありま

す。特に古墳時代の上器 (上師器)は、東北地方南部における古墳時代の標準資

料 となっております。その後本格的な調査が昭和53年より開始され、弥生時代・

古墳時代の遺構・遺物はもとより、縄文時代から中世、さらには「若林城」に関

連する近世の遺構群を包括する複合遺跡であることがわかってまいりました。

過去、田園地帯の中にあった南小泉遺跡も、近年の宅地開発に伴い残る田畑も

少ないものとなってまいりました。本調査は26回 目にあたり、遺跡のほぼ中央部

で比較的大きな面積を調査いたしました。その結果、古墳時代の住居跡や河川跡

から多 くの遺物の出上を見ました。また、中世の堀で囲まれた屋敷跡の様子 も解っ

てまいりました。

このように多 くの成果が、仙台市の歴史の解明につながることと念願いたしま

すが、このことは開発に伴う遺跡の破壊 と表裏一体のものであります。我々 とし

ては、この貴重な文化財を保護し今後 とも後世の人々へ伝えるべ く努力していく

所存であります。本書が皆様方の歴史研究の一助 として広 く活用され、文化財に

対するご理解 と保護に役立ちますよう念じております。

最後になりましたが、本調査ならびに報告書の刊行に際してご協力いただきま

した関係各位に感謝申し上げる次第であります。

平成10年 3月

仙台市教育委員会

教育長 堀 籠 克 彦



例   言

1。 本書は、平成 7年に行われた南小泉遺跡内の公共施設建設に伴 う第26次調査報告書である。すでに公表された

現地説明会資料等に優先するものである。

2.報告書作成のための整理、執筆、編集は五十嵐康洋が行い、渡部弘美がこれを補佐した。

3.本書の作成において、調査中・整理中を通して多 くの方々のご指導・ ご助言を賜った。 (順不同、敬称略)

井上喜久男 。小野田勝―・八重樫忠朗 。大石直正・佐藤巧・金子健―・藤澤良祐・藤沼邦彦・佐々木慶市・

辻秀人・柏木善治・植山秀史 。坂野和信 。深澤敦仁 。柳沼賢治・石本弘 。菅原祥夫・服部敬史・福田健司・

長谷川厚・橋本澄朗 。大友透 。太田昭夫・藤澤敦・村田晃―・荒川正夫・浅野晴樹

4。 今回の出土遺物 。図面等は、仙台市教育委員会で一括保管している。

5。 空中写真撮影はいアイシーに、遺物写真はいアー ト・ プロフィールに委託した。

凡   例

1.本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の 1:2. 5万「仙台東南部」である。

2.本書中の土色については「新版標準土色帳 (小山 。竹原 :1973)」 に基づいた。

3.図中及び本文中の方向の「北」は真北である。調査区基準線北は、真北より10°46′ 03〃東偏している。また、調

査区のグリット軸は、任意のものであるがその後の測量により国家座標 (平面直角座標系X)に位置づけている。

4.図版中の水糸レベルは、海抜標高である。

5。 層位名は基本層位をローマ数字、遺構内堆積上については算用数字を使用している。その中でも細分されるも

のについては、アルファベットの河ヽ文字を使用している。

6.本書で使用した遺構略記号は、以下のとおりである。

SA:概列・柱列跡、 SB:掘立柱建物跡、SD:濤跡、SE:井戸跡、SI:竪穴住居跡、SK:土坑

SR:河川跡、小濤 :小濤状遺構、P:柱穴 。小柱穴、SX:性格不明遺構

7。 遺物実測図中で中心線が一点破線のものは、図上復元したものである。

8。 遺物実測図中で多色刷のものは、赤色顔料が塗布された部分を表している。また、スクリントーンは黒色処理

を表している。

9.石製模造品に関しては、穿孔方法の観察により表裏を決定している。穿孔が始まる面 (初孔)を表、終了する

面 (終孔)を裏 とし、最後まで貫通し終孔が確認できないものに関しては、より平坦に研磨が施されている面を

表 としている。

10.臼玉に関しては、実測図は掲載せずに観察表にまとめてある。
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第 1章 調査の概況

1)調査 に至 る経緯

平成 5年度に、仙台市若林区遠見塚 1丁目において複合公共施設 (コ ミュニティーセンター、児童館、保育所、

老人福祉施設)の建設が計画された。建設予定地は、南小泉遺跡の範囲内にあり関係各課 と文化財課の間で遺跡保

存に向けての協議がすすめられたが、遺構の破壊が免れない部分に関して記録保存のための調査を行うこととなっ

た。そのうち敷地内の道路 。防火水槽部分については平成 6年度に調査を実施 している (南小泉遺跡第25次調査報

告書 :仙台市文化財報告書第196集 )。 平成 7年度は、老人福祉施設建設予定部分 と、敷地内に埋設される浸透井戸

部分についての発掘調査を行うこととなった。       ′

2)調査要項

遺 跡 名

所 在 地

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

調 査 面 積

調 査 期 間

調査参加者

南小泉遺跡 (宮城県登録番号01021、 仙台市登録番号 C-102)

仙台市若林区遠見塚 1丁目22番他

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課調査第一係

五十嵐康洋、渡部弘美、神成浩志

約2,000m2

平成 7年 5月 8日～■月14日

平成 7年12月 22日 ～平成 8年 3月 22日 (第 1次整理)

平成 9年 4月 22日 ～平成10年 2月 5日 (第 2次整理)

(野外調査)赤間淳子 板橋祝子 伊藤はるよ 大泉勇 大内孝子 大友泰子 大宮みよ子

奥田美津子 小野栄子 小野早央里 小野さよ子 菊地和江 菊地健 黒瀬クラヨ 酒井正雄

佐々木瑞枝 佐藤愛子 佐藤すみ子 佐藤ゆう子 佐藤よし子 佐藤 リキ子 佐藤良次 篠原

良子 柴田明 柴田徳郎 鈴木貴美子 鈴木峰子 鈴木由美 曾根ちよ子 種田ぶくよ 千葉

恭子 鳥畑きみえ 芳賀節子 針生いなよ 針生せつ子 堀江幸雄 三浦市子 峯岸安好

吉田アキヨ 依田光子 渡辺貞子

(第 1次室内整理)相沢せい子 赤間淳子 砂金よしえ 石井多賀子 丼田千賀 大内孝子

大友泰子 大平いちみ 小野早央里 小野さよ子 小野妙子 加藤若子 菊地和江 小玉寿江

佐々木委子 佐々木瑞枝 佐々木和子 佐藤啓子 鈴木貴美子 鈴木峰子 鈴木由美 関内久

子 曾根ちよ子 平照子 高橋朝子 丹野留美 千葉恭子 千葉きよ子 中島いく子 針生せつ

子 日野杉真弓 細谷広枝 湯浅ます枝 吉川陽子 依田光子

(第 2次室内整理)石川カツ子 岩城いく子 及川のり子 小泉幸子 小林由美 佐藤悦子

鈴木広子 高橋弘子 高橋喜子 本間春美 森谷愛子 若生洋子 渡辺まき子 熊谷きぬ子

斎藤喜恵子 佐藤よし子
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No 遺 跡 名 種 別 立 地 年 代 No 遺 跡 名 種 別 立 地 年 代

1 南小泉遺跡 集 落 跡 自 然 堤 防
絡 昔 湿 ■IV 縄文～近世 中在家遺跡 集 落 跡 沖 積 地 平安

2 陸奥国分寺跡 寺  院 沖 積 地 奈良・平安 12 砂押 I遺跡 集 落 跡 自然堤防 古墳・奈良・平安

3 陸奥国分尼寺跡 寺  院 沖 積 地 奈良・平安 神棚遺跡 集 落 跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・奈良・平安

4 志波遺跡 集 落 跡 沖 積 地 奈良 。平安 14 沖野城跡 城  館 自然堤防 中世

5 養種園遺跡 城  館 沖 積 地 中世～江戸 砂押H遺跡 集 落 跡 自然堤防 古墳・奈良・平安

法領塚古墳 古  墳 沖 積 地 古墳 中棚西遺跡 集 落 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良・平安

7 曽根松明神古墳 円 墳 ? 沖野平野 古墳 17 西台畑遺跡 集 落 跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳

若林城跡 城  館 沖 積 地 戦国～江戸 郡山遺跡 官  衛 自然堤防 古墳・奈良

遠見塚古墳 古  墳 沖 積 地 古墳 北目城跡 城  館 自然堤防 室町・江戸

仙台東郊条里跡 条里遺構 沖 積 地 奈良・平野 河原越遺跡 集 落 跡 自然堤防 古墳・奈良・平安

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



3)位置 と環境

南小泉遺跡は、仙台市若林区に位置しており、広瀬川北岸の自然堤防上に広がる遺跡である。この遺跡は、戦前

からその存在が知 られていたが、昭和14年から16年にかけての霞ノロ飛行場拡張工事に伴う調査によってその存在

が広 く認識され現在に至っている。昭和53年から仙台市教育委員会によって調査が重ねられ、今回の調査で26回 を

数える。この遺跡の全体的な歴史的環境や自然的立地条件などについては、これまでの報告書で多 くふれ られてき

ているので詳しくはこれらの報文を参照していただきたい。

ここでは、今次調査地点の周囲に限定して概観してみたい。今回の調査地点は、仙台バイパスの西側で南小泉遺

跡の範囲の中では中央にあたる。現況は、畑地 として利用されていたところで、周囲は遺跡の中では宅地化があま

り進んでいないところでまだ畑地が多 く残る。しかし、耕作による天地返しによって、近世 。中世の遺構の多 くは

撹乱を受け確認できないところが多い。標高は約12mである。また、今次調査区から東へ約300mの ところには、全

長■Omの遠見塚古墳があり、若林城内古墳や、法領塚古墳、猫塚古墳なども比較的近 くに位置している。第26次調

査は、前述したように平成 6年に行われた第25次調査に隣接するものである。今次調査地点の周辺ではすでに第25

次調査の他に第 5次調査 (1982:金森)、 第14次調査 (1987:佐藤)、 第16次調査 (1990:佐藤)、 南小泉遺跡調査団

等の調査が行われているところである(第 2図 )。 これらの多 くの調査の中でも特に第16次調査において、約半町 (約

55m)規模の堀を巡 らした中世の屋敷跡の存在が確認されており、今次調査においてその中心部分及び堀の延長の検

出が期待された。

4)調査の方法 と概要

(調査の方法)今回の調査は、老人福祉施設建設部分を主な対象とし、それに付随する形で全敷地内の造成工事

に伴って埋設される 8箇所の浸透井戸の調査も併せて行っている (井戸の掘 り方部分で、調査対象面積は 5× 5m
である)。 また、敷地内では他の建物建設に伴う造成工事が平行 して行われており、スタッフの安全を考慮 して調査

をすすめた。老人福祉施設は、排上の都合上分割して調査を行い、西側から着手している。名称は、西区 。東区と

し、西区では、現耕作地の耕作深度の違いによってさらに、北から I・ Ⅱ・Ⅲ地区に細分している。浸透井戸につ

いてはそれぞれ井戸 1、 井戸 2と 呼称している (第 3図 )。 (なお、井戸 7・井戸 8は、SD lの続きを確認するため

に西区に含めて調査を行った。)調査基準点は、西区北西隅に任意の杭 (B-2)を設置し、そこから6m毎 に基準

杭を設定している。東西方向には算用数字、南北方向にはアルファベットを付し、両者の組み合わせで】ヒ西角をグ

リット名としている。後に、基準抗 B-2、 B-7を測量し国家座標に位置づけている。B-2は (X=-195959.808m、

Y=+6942.595m)、 B-7は (X=-195965,413m、 Y=+6972.057m)で あり、調査区基準線は真北より10° 42′ 21〃東

偏している。現湯での実測にあたっては、6mのグリットに lmの メッシュを設置し、平面図は1/20で作成 してい

る。また、断面図も同様に 1/20で作成している。遺物が集中して出土した SR lでは、正確をきすために50cmメ ッ

シュで作図している。

(調査の概要)5月 8日 より西区の表土を重機でもって排除し、調査を開始した。25次調査の成果から表土 (天

地返し土及び現耕作土)の深さは約80cmと 予想されたが、耕作物の違いからか I地区は50cm、 H地区は70cm、 Ⅲ

地区は30cmと まちまちであった。その結果、遺構検出面であるⅥ層がH地区では、ほとんど存在していないことが

分かった。 I・ Ⅲ地区では、竪穴住居、土坑、濤跡、ピット等が多数検出された。ピットは現場で組み合わせの検

討を行い認定できたものだけを掘立柱建物 としている。これら西区で確認された遺構群の中には、周辺の調査の成

果から中世の堀で囲まれた屋敷跡であることが分かり、 7月 22日、途中ではあったが一般に成果を公開した。その

後、竪穴住居の調査を行い、 8月 28日 から東区の調査に着手 した。東区は、全面的に表土が厚 く堆積していたが、

旧地形が一段低いために西区よりも多 くの基本層が確認されている。V層上面で、小濤状遺構群、土坑、濤跡、ピッ
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(H区西壁)

(Ⅲ 区西壁 )
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層 位 土

loYR4/3

loYR3/2

loYR3/4

loYR4/2

loYR4/4

loYR2/3

loYR2/2

loYR3/4

loYR3/3

loYR4/4

loYR3/4

色    土  性

にぶい黄褐色   シル ト

黒褐色    シル ト賓粘土

暗褐色      シル ト

灰黄褐色     シル ト

褐色     砂質シル ト

暴褐色      シル ト

黒褐色      シル ト

暗褐色    シル ト質粘土

暗褐色    シル ト質粘土

褐色    粘 土

暗褐色     シル ト

SR 2

層 位  土

1   loYR6/3

2   10YR4/6

3  10YR5/6
4  10YR4/6

SR 3

1  loYR4/6
2  10YR4/4

備

天地返し上 (旧耕作土)

天地返し土 (旧耕作上)

天地返し上 (旧耕作土)

天4b板し土 (旧耕作土)

天地返 し上 (旧耕作土)

層全体にマンガン粒がみられる。

loYR3/3粘土を小プロック状に含む

灰白色火山灰を小プロック状 (一部帯状)に合んでいる。

灰白色火山灰をわずかに含む。

西区にのみ分布

色    土  性

にぶい黄褐色 粘上質シル ト

褐色     砂質シル ト

難      砂質ンル ト

褐色       砂   礫、土器を合む。

黄褐色    砂質シル ト

褐色       砂

考備

b

d

Ⅱa

Hb
Ш

Ⅳ

V
Ⅵ

Ａ

Ｉ
Ｉ

(I区西壁)
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第 5図 基本層序
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卜群を検出している。小濤状遺構群は、南半部で検出し、他の遺構は全面で検出している。下層遺構確認のための

深堀 トレンチを3箇所設定し掘 り下げたところ、下層に上器が集中するところがあったので10月 23日 より再び重機

を用い遺構の検出に努めた。その結果大量に土器を含む河川跡が検出された。この河川跡は東区を北から南へ縦断

し南東方向へ曲がり調査区外へ延びており、壁面にも多 くの上器が遺存していた。■月14日 をもって野外でのすべ

ての調査を終了した。室内整理は、予想以上の遺物出土により、年度内に終了することは困難 との判断から平成 9

年 4月 より本格的に開始している。

第 2章 基本層序

I層 は、現耕作土または天地返し上で全面に認められる。耕作物の違いによって耕作深度に差があるようで、深

さは一様ではない。 I層以下の層の傾斜は、西から東に向かってなだらかに下がっているが、F8グ リットから東で

は一段急に下がって、またなだらかに傾斜している。西区ではⅥ層上面、東区ではV層上面で遺構を検出している。

これらの層位より下層は古墳時代の遺構が形成される以前の河チII堆積層と考えられる。当初、この河チII堆積層には

3つ の流路の切 り合いを予想し遺物の取 り上げも分けていた (SR l、 SR 2、 SR 3と 呼称)。 しかし、断面の詳細

な検討の結果、一つの河川跡が時期によって規模・流路をかえていることが確認できた。具体的には、弥生時代の

遺物を含み調査区の全域を流路 とする時期 (SR 3)、 古墳時代前期頃までの遺物を含み調査区の東側に流域が移動

した時期 (SR 2)、 河川の最終段階でさらに流域が狭 くなり、これ以降は埋没してい く時期 (SR l)の 3時期であ

る。

I層―現耕作土及び天地返し上である。色調は主に褐色で、層厚は西区 I・ Ⅲ地区では約20cmであるが、西区H

地区、東区では約80cmである。この層は全面に分布し場合によって 5層に細分され、遺物は全時代のもの

を含んでいる。

H層 ―東区で認められる層序である。色調は黒褐色で、層厚は10cm～20cmである。中世に所属すると考えられ

る柱穴などの埋上にH層が含まれているので、本来は全面に分布していたものと考えられ中世の遺構の確

認面である。この層は南ガヽ泉遺跡の中で天地返しが深 く及ばない地区で検出されており、いずれも中世の

遺構の確認面となっている。南小泉遺跡内で中世の遺構を検出する上での鍵 となる層と考えられる。

HI層―東区で認められる層序である。色調は暗褐色で、層厚は10cm～20cmである。層の下部に灰白色火山灰を

帯状に10cmほ どの厚さで、堆積する箇所があるが全面に見られるわけではないので分層は行わなかった。

Ⅳ層―東区で認められる層序である。色調は暗褐色で、層厚は10cm～40cmである。層中に灰白色火山灰を全体

的にまばらに含んでいる。

V層一東区で認められる層序であり、色調は褐色で、層厚は10cm～40cmである。層上部の所々に灰白色火山灰

を含んでいる。

Ⅵ層―西区で認められる層序であり、西区での遺構確認面となっている。層厚は10cmである。

第 3章 検出された遺構 と遺物

1)竪穴住居跡・ 竪穴遺構

竪穴住居跡・竪穴遺構は、西区 I地区で 3棟、Ⅱ地区で 1棟、Ⅲ地区で 2棟検出している。それぞれ重複や天地

返しなどの撹乱があり、S15住居跡以外では遺存状況はあまりよくなかった。
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1暗  褐  色 10YR3/4シ ル ト

2黄  褐  色 10YR5/6シ ル ト   炭化物少量含む。

3黒  褐  色 10YR2/2粘土質シル ト炭化物、焼上を少量含む。

4褐    色 10YR4/4シ ル ト   やや砂質

5に ぶい黄褐色 10YR5/4シ ル ト   掘 り方、埋土

カマド

1褐    色 10YR4/6シ ル ト   焼土粒を含む。

2暗  褐  色 10YR3/4シ ル ト   焼土、炭化物粒を多 く含む。

貯蔵穴

1にぶい黄褐色 10YR4/3シ ル ト   やや粘性あり、炭化物をまばらに含む。

明黄褐色土 (10YR7/6、 シル ト)を粒状に含む。

2褐    色 10YR4/4シ ル ト   やや砂質、層下部、炭化物が層的に入る。

3褐    色 10YR4/6シ ル ト   砂質、炭化物粒まだらに含む。
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P5
1にぶい黄褐色 10YR5/4ンル ト黒色土 (10YR2/1シ ル ト)を含む。

2褐    色 10YR4/4シル ト

3黄  褐  色 10YR5/6ンル ト

P6
1褐    色 10YR4/6ンル ト 粘糸、掘 り方埋土 ?

2暗  褐  色 10YR3/3シル ト焼土粒をまだらに含む。

3黄  褐  色 10YR5/6シル トイヽ礫を含む。
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図版番号 遺構 層 位 種 別 器  形 外面調整 内面調整 底   面 口径 (cm) 底径 (cn) 器高 (cm) 構   考 写真図版 登録番号

SI-1 4層 上師器 不 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ、ミガキ 口 :ヨ ヨナテ 体 :ナ デ、ミガキ ケズ リ、丸底

2層 土師器
上    需

ナ デ C-322

SI-1 3層 上師器 C-325

図版番号 通 構 層位 瘤筋J 器 形 必   部 脚   部 裾部 口径(m 縫 (ca) 器高cD 陥 (m) 備   考 写真図版 機 番手

SI-1 床 上 上師器 高イ
外
外 砂粒多ヤ C-53

SI-1 上師器 高イ
外 :ヨ ヨナア、ナデ、 ミガキ
外底 :ミ ガキ、クズリ 内:ヨヨナア、ミガキ

外
内

ガ
ズ 65 白色針伏物質多� C-54

□版番号 遺構 層位 種 別 器 形 外 面 調 整 内面調整 底  面 口径(at) 陸 鰤 吾高(od) 縫 (onl 備    考 顎 離 登録番号

SI-1 3層 土師器 壺 体 :ヨ コナデ、ナデ 底 :ケ ズリ 体 :不明 ケズリ カ底 (51) 砂粒多ヤ C-60

SI-1 4層 土師器 整 口:ヨヨナア、ナデ、オサエ 体:ナ大 ヘラナデ 砂粒多い C-58

床 面 土師器 茎 回 :ヨ コナデ、ナデ 体 :ナ デ、 ミガキ 口 :ヨ ヨナデ、ナア、ミガキ 体 :ナ ア (93) 砂粒多い C-57

SI-1 4層 主師器 養 体 :ヘ ラナデ、ナデ、ミガキ 体 :ヘラナア、ナデ 平底 (169) 砂粒多い C-59

第 7図 SI-1出土遺物 1
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S卜 1竪穴住居跡

[検出地区]

[重複関係]

[平面形・規模]長軸6.3m、 短軸6.lmで方形である。西辺での方向は、N-38.5° 一Eである。

[貯蔵穴]

堆積土は 4層に分けられ、自然堆積である。

基本層Ⅵ層を壁面 としている。北側は削平されており、遺存状況が良 くない。残 りの良いところ

で10～ 14cm程の立ち上がりを見せる。床面からの立ち上が りはほぼ垂直である。

床面はほば平坦である。しかし、貯蔵穴の脇に三日月状の盛 り上が りが見 られたが、性格は不明

である。一部には貼床の痕跡が認められたが遺存状況は良 くない。掘 り方埋土は 1層である。

ピットは 6基検出した。そのうち、ピット1～ 4は、対角線上に配置されており柱穴 と考えられ

る。

東壁南よりで検出した。残存状況はあまりよくないが、両袖が 5 cm程の高さで残っていた。煙道

は確認できなかった。また、カマ ド内中央に、裾部を欠いた高不が倒立した状態で検出されてい

る。これには、火を受けた痕跡が認められるので、カマド内での支脚 として用いられたものと考

えられる。

カマ ドの左脇で、 1基検出した。規模は、長軸1.3m、 短軸1.2mの ほぼ円形で、深さは約64cmで

あった。長軸の方向は N-46° 一Wである。貯蔵穴内から遺物の出土はなかった。

[出土遺物]遺物は弥生土器、土師器、

強θθ rr

石製模造品等が出土 してい

る。これらの中には細片や摩

滅 したものが多いが、そのう

ち図示 した ものは土師器不

1、 高郷 2、 小壷 1、 奏 3、

ミニチュア土器 2である (第

7図 1～ 7)。 他に図示したも

のは、石製模造品 (剣形 1、

勾玉 1)、 剣片石器 2、 磨石 2

である (第 8図 1～ 6)。

Y=6 947km

X=-195 961km

西区 I地区 A～B-2・ 3グ リットで検出した。

S11竪穴住居跡は、SD l濤跡、SI-2竪穴住居跡 と重複関係にあり、すべてに切 られている。

[堆積土 ]

[壁面 ]

[床面 ]

[柱穴・ ピット]

[カ マ ド]

＝

＊

ｌ
ｘ

○

ギ

ぎ

S卜 2竪穴住居跡

[検出地区] 西区 I地区 B-2グ

リットで検出した。

[重複]    SI-2竪 穴住居跡は、

SI-1竪穴住居跡や SK-4土

坑 と重複関係にあり、SI-1

竪穴住居跡を切っている。

[平面形・規模]長軸5.5m、 短軸3.7m

で、南北にやや長い方形を呈

している。

Y=6

OP弱5

◎

|ヾ

0              1              2m

第 9図 SI-2平面 。断面図
SI-2

1褐 色 10YR4/4シル ト質粘土 一部に焼土プロックを含むが、はっきり分層できない。

所々に炭化物片を含む。

2黄褐色 10YR5/8シ ル ト質粘土

3黄褐色 10YR5/6シル ト   わずかに炭化物片を含む
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カマ ド

蜘 m

貯蔵穴

-195 958km

SI-3
0か まど

1褐
2暗  褐

3責  褐

O貯蔵穴

1褐    色 10YR4/4シ ル ト

2 にぶい黄褐色 10YR5/4シ ル ト

色 10YR4/4シ ル ト

色 10YR3/4シ ル ト

色 10YR5/6シ ル ト

焼上、炭化物粒を含む。

やや粘土質、焼上、炭化物粒を多量に含む。

やや粘土質

炭化物を少量含む。

生_____¨…4_す__十~rttm

0            5            10cm

遺 構 層位 種 別 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 口径raFl 乞径(� 器高価) 体径(oI) 備   者 写真則板 登録番号

1層 土師器 霊
ヨコナデ、ナデ

屎六房ョ
ナア、ハケメ (70) 12-m C-62

S13 1層 土師器 整 屎:旱 妥́ て労鼻
ガキ デ

デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体 (189) 19 5 径の大きな砂粒多い 12-10 C-63

S13 1層 上師器 養 体 :ヘラナデ、ナデ 平底 (300) 12-12 C-64

剛船 遺構 層位 種 別 器 形 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 口径価) 底径(all 督高at) 備 考 写真目版 登録番号

2層 土師器 邦 ロクロナデ (119) D-10
2層 土師器 不 ロクロナデ ミガキ、黒色処理 22-14 D-12
2層 土師器 不 ロクロナデ ミガキ、黒色処理 81 22-13 D-11

第10図 SI-3平画・ 断面図、出土遺物



[堆積土]   堆積土は 1層で、自然堆積である。

[壁面]   基本層Ⅵ層を壁面としている。遺存状況はあまりよくなく3～ 7 cm程の立ち上が りである。床面

からの立ち上がりは急である。

[床面]    床面はほぼ平坦であると考えられるが、後世のピットが多 く状況は良 くない。貼床等は確認でき

なかった。掘方は底面全面 とほぼ同じ大きさで、埋土は単層である。

[柱穴 。ピット]ピ ットは 6基検出したが、明確に柱穴 となるようなものは確認できなかった。

[出土遺物]  遺物は土師器、弥生土器、剣片石器等が出土しているが、細片や摩滅したものが多 く、図示でき

るものはない。

S卜 3竪穴住居跡

[検出地区] 西区 I地区A-1・ 2グ リットで検出した。

[重複関係]  SD-1濤 跡、SD-2濤跡、SX-2と重複関係にあり、これら全てに切 られている。

[平面形 。規模]住居跡が調査区外へ延びていることや、重複により削平されていることなどから全体形など詳細

は判然 としない。確認できた部分での長軸長は3.6mである。

[堆積土]   堆積土は、確認できたところでは単相である。

[壁面]    基本層Ⅵ層を壁面としている。遺存状況は良 くなくあまり明確な立ち上がりを認められない。

[床面]    床面 として状況を明確に確認できる所は少ない。

[柱穴・ ピット]ピ ットは 3基検出したが、明確に柱穴 となるようなものは確認できなかった。

[カ マド]   カマ ドは確認できなかったが、南側で焼け面を確認している。

[貯蔵穴]  貯蔵穴を南東隅で南壁に接する形で 1基検出した。規模は、半径約55cmの卵型で、深さは12cm

である。堆積土は2層に分層される。遺物は堆積上の 2層中から、土師器 (ロ クロ使用)が 1点

出上している (第 10図 6)。

[出土遺物]  遺物は土師器 (ロ クロ使用を含む)、 須恵器、弥生土器、石製模造品等が出上している。そのうち、

図示したものは土師器甕 3点、土師器邪 (ロ クロ使用)3点である (第10図 1～ 6)。

S卜 4竪穴遺構

[検出地区] 西区H地区D-3グ リットで検出した。

[重複関係]  後世のピットらと重複関係にあり、これら全てに切られている。

[平面形・規模]H地区は、天地返しの削平が深 く及んでいるために遺存状況は芳しくない。長軸4.5m、 短軸3.2m

で、東西に長い方形を呈している。西辺での方向は N-44° 一Eである。

[堆積土]   堆積土は 1層で、自然堆積である。

[壁面]    基本層Ⅵ層を壁面としている。

[床面]    床面はすでに削平されており、検出されたのは掘方底面であると考えられ、凸凹が著しい。

[柱穴・ ピット]ピ ットは 3基検出したが、明確に柱穴 となるようなものは確認できなかった。

[出土遺物]  遺物は、弥生土器、土師器、棒状の鉄製品、礫石器等が出土している。そのうち、図示したのは、

土師器郷 2点、砥石 1点、磨石 1点である(第■図 1～ 4)。 このうち、第11図 1は、現状ではか

なり剣落しているが、内外面の全面に赤色顔料の塗布が認められる。また、外面には火を受けた

痕跡 も伺え、さらに、内面口縁部には炭化物の付着が認められる。
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1

Pl

1

2

P2

1

2

3

4

5

6

P3

1

明 暗 褐 色 10YR7/6シ ル ト

褐    色 10YR4/4砂 質シル ト

にぶい責褐色 10YR4/3砂 質シル ト

褐    色 10YR4/4砂 質シル ト

にぶい黄褐色 10YR5/4砂 質シル ト

にぶい黄褐色 10YR5/3砂 質シル ト

にぶい責褐色 10YR5/4砂 質シル ト

にぶい黄褐色 10YR4/3砂 質シル ト

にぶい黄褐色 10YR4/3砂

にぶい黄褐色 10YR5/4砂 質シル ト 焼土・ 炭化物少量含む

?  写   lP伽

炭化物・焼上を少量含む

10YR6/6砂質シル トをまだらに含む

土器、炭化物含む

蚕

第■図 SI-4平面 。断面図、出土遺物

特 徴
1層 1 石製品 1 砥石
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SI-5註記表

。 南北ベル ト

la 黄褐色     10YR5/6 シフレト

lb にぶい責褐色 10YR4/3 シル ト

2a 暗褐色    10YR3/3 シル ト

2b 無褐色    10YR3/2 シル ト

2c 曜解尉色     10YR3/4 シ,レ ト

2d 無褐色    10YR2/3 シル ト

3a 褐 色    10YR4/4 シル ト

3b褐 色    10YR4/4 シル ト

掘 り方

声 にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質シル ト やや粘土賃 (上手状の高まり)

A 責褐色    10YR5/6 シル ト   粘土質

B 褐 色    10YR4/4 シル ト   炭化物粒・土器片を含む。

C 褐 色    10YR4/6 シル ト   やや砂質

Pl
l暗褐色 10YR3/3シ ル ト

2褐 色 10YR4/6シ ル ト やや粘土質

P2
1黄褐色 10YR5/6シ ル ト

2褐 色 10YR4/6粘土質シル ト

10.90m二

SI-5平面 。断面図

やや砂質  炭化物、焼上泣 を少量含IP。 褐色土粒状に含む。

やや砂質  炭化物、焼土粒 まだらに少量含む。

やや砂質  炭化物粒を少量含む。

やや粘土質 炭化物、焼土粒まばらに含む。褐色土 (10YR4/4)

やや砂質

3aに比べやや粘土質で若干暗い。

崖Pユ

O 貯蔵穴

1 褐 色 10YR4/4 シル ト 炭化物、焼土粒を含む。

2 褐 色 10YR4/4 シル ト にぶい黄褐色上 (10YR5/4シ ル ト)をスジ状に含む。

炭化物粒を含む。

O カマド

Й 黒褐色 10YR2/3 シルト 明赤褐色上 5 YR5/8 焼上を多量に含む。

lb 褐 色 10YR4/4 シルト 焼土、灰を含む。

lc 黒 色 10YR2/1 シルト 灰及び焼上をまだらに合む。
ld 暗褐色 10YR3/4 シルト 灰化物粒少量みられる。

P6
1褐 色 10YR4/4粘土質シル ト 炭化物を含む。

2褐 色 10YR4/6砂質シル ト

P3
1暗褐色 10YR3/3粘 土質シル ト

2黄褐色 10YR5/3粘 土質シル ト

P4
1褐  色 10YR4/4粘 上質シル ト

2明黄褐色 10YR6/6粘 土質シル ト
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第13図 SI-5出土遺物 1
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S卜 5竪穴住居跡

[検出地区]  西区Ⅲ地区E-3・ 4、 F-4グ リットで検出した。

[重複関係]  SB-1掘 立柱建物跡 とSK-1土坑重複関係にあり、これら全てに切 られている。

[平面形・規模]長軸4.4m、 短軸4.2mの 方形を呈している。西辺での方向は N-60.5° 一Eである。

[堆積土]

[壁面]

[床面 ]

[柱穴・ ピット]

[カ マド]

[貯蔵穴 ]

[出土遺物]

4層に分けられ、自然堆積である。

基本層Ⅵ層を壁面としている。遺存状況はよく、壁高は約60cm～ 80cmを 測る。壁は、床面から

ほぼ垂直に立ち上がる。

スは固 くしまっており、全体に貼床が認められた。また、東壁付近で10cm程 の三日月状の盛 り上

がりが認められたが、性格は不明である。掘方は床面よリー回り小さく掘られており、埋土は 3

層である。

柱穴は全部で 5基検出した。そのうちピット1～ 4は、その配置から柱穴 と考えられる。また、

ピット6は、西壁のそばに作 られており、出入りに関係する施設の一部であった可能性がある。

カマドは、北壁のほぼ中央に造られており、遺存状態は良 く煙道部、燃焼部 とその両袖を検出し

た。また、袖の間に甕が 1個体据えられた状態で検出され (第14図 3)、 その脇には甑があった(第

14図 1)。奏の下からは、円筒状に作った粘土塊が立てられ支脚の役目を果たしていた (第13図 6)。

さらに奏 と支脚 との間の透き間を土師器片を乗せることによって高さ調節していた様子が観察で

きた。

北東隅で貯蔵穴を 1基検出した。平面形は長軸 lm、 短軸0.8mの やや不整な円形である。深さは

約60cmを測 り、方向は N-18° 一Eである。この貯蔵穴からは、土師器郷 3点、須恵器壷 1点 (有

蓋脚付壺)が出上している (第15図 1)。

遺物は土師器、須恵器、弥生土器、石製模造品、石製品、礫石器等が出土している。特に、床面

ミヲす夢:三 毒葦 砂粒多い

貯蔵穴 ケズリ、ナデ 丸底風平底
13-3

土師器

土師器

展 :星 予rてッ
SI-5

展 :具 ヨ李多 チデ

イ

景勇'ア

外面底部に木葉痕。
土師器

不   部

13-■ S15 床面 土師器 高イ
外 :ヨ ヨナデ、ナア、ミガキ
外底 :ケ ズリ 内 :ヨ ヨナア、ミガキ(2本単位)

外 :ケズリ 自色針状物質多い

床画 主師器 高邦
外 :ヨ ヨナア、ナア、ケズリ
外径 :ケ ズリ、オサエ 内 :ヨ ヨナデ、ミガヤ

S15 床面 土師器 催三募「
ヽ
長莞摯斎〈ちキ12A聟恥D 外 :ミ ガキ

内 :ナ デ、ヘラナア 外 :ヨ コナデ 内 :ヨ コナア 砂粒多い C-7(

床面 土師器 高イ 介虐F景奏「 高`こと0子夕Fチ ,1ミガキ 193 73 C-7

外 面 調 整    1  内 面 調 整   I 底  面

SI-5 床面 土師器 重 屎:3茅灸ケ環り、ミガキ底:ケズリ屎:認す
=ヽ

産fづヂ奏 | ケズリ平底 と05136114111531砂 粒多い    13111C81

内 面 調 整

ンこF事、次ヶメ_ケ 文ウ
甑 無底

畏 :ミヨ李夢 底 :ハ ヶメ

砂粒多い、外面体部

3層 石製品  1磨 石

5 28 20

品 1勾 玉

滑  石

石製品 1石 錐

第 1表 SI-5出土遺物観察表
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蜘 mi

貯蔵穴

SI-6
1褐 色

2 黒褐色

3 にぶい黄褐色

4 にぶい黄褐色

ア にぶい黄褐色土

イ にぶい黄褐色

ウ 黄褐色

10YR4/4 シフレト
10YR2/2 シアレト

10YR5/4 シ,レ ト

10YR5/4 粘土質シルト
10YR6/4 シルト

10YR5/4 シフレト
10Y郎/6 シ,レ ト

第17図 SI-6平面・断面図

炭化物粒・土器片を少量含む。

炭化粒をまだらに多 く含む。

黄褐色土 (10YR5/6シ ル ト)を含む。炭化物片を下部に多く含む。

焼上を含む。

やや粘土質 土器・炭化物を含む。 (貼床 )

やや砂質  土器、炭化物、焼土を含む。

砂質

炭化物粒を少量含む。

やや粘性あり。

層上部は橙色のプロックで下部になるにつれて橙色 と褐色土 (10YR4/4シ ル ト)の混入土となリスジ状 となる。

炭化物、焼土粒をまばらに少量含む

炭化物、焼土粒をまばらに含む。

焼土スジ状に入る

Pl註記

1 にぶい黄褐色  10YR5/3 シル ト

2 にぶい黄褐色  10YR6/4 シル ト

3 にぶい黄褐色  10YR4/3 砂質シル ト

炉跡

1橙 色

2 明黄褐色土

貯蔵穴

1褐 色

2褐 色

3 暗褐色土

4褐 色

7 5YR6/6 シアレト
10YR6/6  シアレト

10YR4/4 シルト

10YR4/6  シ,レ ト
10Y路 /4  シアレト

10YR4/4 シルト

西側
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からは17個体の土師器が出上している(第16図 )。 そのうち 4個体の不はほぼ完形の状態であった。

また、日玉が20数個繋がった状態で床面から出上している。さらに、堆積土中や、掘方埋土中か

ら石製模造品が大量に出上している [剣形 (1点 )。 円板形 (2点 )・ 勾玉 (5点 )・ 臼玉 (■ 1点 )

。紡錘車 (1点 )]。 これは 1軒の住居跡からの出土としては、南小泉遺跡の中でも特筆すべき多

さである。図示した遺物は、土師器邪10点、高郷 4点、壼 2点、甕 2点、甑 2点、須恵器壼 1点、

石製模造品 7点 (有孔円板 2、 剣形 1、 勾玉 3、 紡錘車 1)、 礫石器 2点 (砥石 1、 磨石 1)、 品

石製 2点 (石錐 1、 石鏃 ?1)である (第13～ 16図 )。

S卜 6竪穴住居 跡

[検出地区]  西区H地区D-4・ 5、 F-4・ 5グ リットで検出した。

[重複関係]  SD-3濤 跡 と重複関係にあり、これに切 られている。

[平面形・規模]SD-3濤跡に大きく切られており、また、北辺がH地区に延びているためにすでに肖J平 されてい

るので全体形は判然 としないが、 6m以上の方形を呈するものと思われる。

SI-6 床 面 上師器 邪 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ 丸底 C-34

18-2 Sr6 床面 土師器 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ ケズ リ 凹底 昌患賞替契要驀壌 C-35

Sr-6 ユ層 土師謡 芥 ケズリ 丸底 60 C-86

貯蔵穴 土師需 不
ガ
ガ

デ
デ

ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体 ケズ リ 平底 白色針状物質多ヤ C-87

床面 上師器 不 口 :ヨ コナデ 体 :ナ デ 日 :ヨ コナデ 体 :ナ デ 平底 白色鉾伏物質多ヤ C-88

床 面 土師器 IIN ケズ リ 丸底 白色鉾伏物質多サ

床 面 土師器 不 屎:デ 昇rて芳鼻
ガキ

屎:景勇●て矛鼻ガ ケズ リ H底 (40) 自色針状物質多▼ C-90

床面 上師器 不 口
体 只ザ軍李f蛉どれ葉壁需ナア、 ケズリ 凹底 34 霧 籍 躍擁 通 C-91

18-9 床 面 土師器 杯 口:ヨコナデ 体:ナデ ケズリ 丸底 白色針状物賓、砂粒多い C-92

S16 床面 土師器 不 屎:員B窃巧主導 、ミガ ケズリ 躯 自色針状物質多い

4層 土師器 邪 自色針伏物質多い C-114

不   部

床面 上師器 蔚イ 雛置弓ちろ
｀
禽李    「毛 ナア 難τ秦常首

ヘラナデ、ミガ
白色針伏物質砂粒多ヤ

床面 土師繋 高jIN デ
デ 裾内面に3ケ所粘上貼り付り C-95

硝 M S1 6床 面 上師器 1整 屎ンな 載 Fヶズリ  1叫 ヨヨナデ 体 ヘラナデ  ケズリ 平底 I W31 91 1お 61野 11白 色針状物質、砂粒多い
1望 41C∞

床 面 土師器 甕 ヨヨナデ 体 :ナ デ、 ミガキ 口 :ヨ ヨナデ 体 : 砂粒多V C-98

床 面 土師器 更 ∃ヨア弁tテ多
千
底 屎:昌 ∃チ多

｀
甚f夫ラナア ケズリ 四底 自色針状物質多い C-97

1層 土師器 霊 口 :ヨ ヨナデ 体 :ヘ ラナデ 砂粒多い C l15

S16 床 面 土師器 霊 晨:ラ 妥なア 体:ナ ア、ハケメ 口 :マ メツ 体 :ヘ ラナデ ケズリ 平底 C l19

20-1 S16 1層 石製僕造品 剣 形 35 3 A-1 1 I-2 イ 滑  石 24-5 K-36
20-2 S16 2層 石製模造品 剣  形 14 A-1 1 I-2 ア 滑 石 24-4 K-35

20-3 S16 1層 石製品 石 鏃 19 1 05 鉄石英 27-2 K-264
20-4 2層 石製品 石  鏃 10 鉄石英 27-3 K-265
20-5 床 面 石製品 劉 片 10 30 暴曜石 K-349
20-6 6層 石製品 石 核 10 黒曜石 K-333
20-7 2層 石製品 石  鏃 05 鉄石英 K-266
20-8 3層 石製品 剣  片 4 75 流紋岩 BItH剣離痕あり K-342
20-9 S16 3層 石製品 al」 片 4 75 21 35 流紋岩 微細劉離痕あ り K-344
20-10 3層 石製品 磨 石 21 1 1620 0 ギョウカイ岩 28-9 K-345
20-H 床 面 石製品 磨 石 3160 0 ギョウカイ岩 28-10 K-347

20-12 SI-6 3層 石製品 暦 石 ギョウカイ岩 28-8 K-964

第 2表 SI-6出土遺物観察表



[堆積土]

[壁面]

昌③

昌◎

目⊂50

4層に分けられ、自然堆積である。

基本層Ⅵ層を壁面としている。遺存

状況が悪 く立ち上がりが一部確認で

きないところがあるが、平均で18cm

を測 り、垂直である。

床面はほぼ平坦で固くしまっており、

一部に貼床が認められた。掘方は、

床面と同じ規模で押十は3層である。

卜]ピ ットは10基検出している。その

うち、ピット1・ 2が柱穴 と考えら

オtる んゞ、 ピット2は SD-3に より半

くヽ

ヽ

ヽ

と

Ｒ

[床面]

[柱穴・ ピッ

で焼上が一部確認されているので、

存在していた可能性が考えられる。

[出土遺物]遺物は、土師器、須恵器、弥生土器、

石製模造品、剣片石器等が出土して

いる。床面からはsI-5と 同様に多 く

の遺物が一括して出上している (第

22図 )。 図示した遺物は、土師器郷

■点、高邦 2点、壷 1点、甕 4点、

石製模造品 2点 (剣形)、 石製品 5

点 (石鏃 3、 黒曜石石核 2)、 礫石器

4点 (砥石 1、 磨石 3)剣片石器 2

点である (第18～21図 )。
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第23図 SA-1平面 。断面図
2)桂列

柱列は、西区で 3列検出している。 3列 とも西区H地区であるが、調査区外へ延びるものもある。

SA-1柱列

[検出地区] 西区H・ Ⅲ地区 D・ F-3グ リットで検出した。

[重複関係]他 の遺構との重複関係はない。しかし、SB-1掘立柱建物跡との関係を平面形で見ると、SA-1柱列

は、SB-1掘立柱建物跡の東柱列 と約 lmの間隔で平行に連なっている。よって、SA-1柱列は、

SB-1掘立柱建物跡と同時存在していた可能性があり、その場合、塀 として機能していたと考えられ

る。

[規模]   南北に 5基のピット群で構成されている。柱間寸法は約 2m間隔であり、北端が1.5mと やや短 く

なっている。また、Ⅲ地区より南へ伸びている可能性も考えられるが、確認は出来なかった。

[柱穴平面形]柱穴平面形は隅丸方形を基調 として、約40cmで ある。柱痕跡は 2基のピットで確認している。深さ

は約50～60cmで ある。

[方向]   柱筋は揃っており、方向は N-10° 一Eである。
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SA-2柱列

[検出地区] 西区H地区E-1～ 3、 F-3グ リットで検出した。

[重複関係]直 接的な重複関係はないが、SB-2掘立柱建物跡 との関係を見てみると、両者は同時に存在していた

可能性が考えられる。(SB-2堀立柱建物跡は更に北側のH地区に延びる可能性もあり全体形が判然

く電1

遷G

昌◎

目廷》

爵◎

澄O

置
(「,

は

十

十
偏

イ

としていない。)こ の場合、SA-2柱列

は屋敷地内での何 らかの区画施設で

あったと考えられよう。SB-1掘立柱

建物跡 との関係では、平面形から考え

て同時に存在することは不可能であ

る。しかし、新旧関係については不明

であると言わざるをえない。

[規模] SB-2掘立柱建物跡の西側に 1

間以上、東側に 3間の柱列である。東

側の柱列は南側へ直角に折れ、 3間確

認でき、更に南へ延びている。柱間寸

法は2mで 、ほぼ等間隔である。総長

は東西方向で15m以上、南北方向で 7

m以上である。

[柱穴平面形]柱穴平面形は方形を基調 と

するが、統一性はない。規模は、40cm

～60cmで、深さは、南北方向では約80

cmを測る。東西方向では約40cmで あ

る。

[方向]  柱筋は各列とも揃っている。

方向は南北方向で N-8° 一E、 東西

方向で N-80° 一Wである。

SA-3お主夢U

[検出地区]西 区Ⅲ地区E-2・ 3グ リッ

トで検出した。

[重複関係]SA-3柱 列は、SB-1掘立柱

建物跡 とは直接柱穴の重複は見られな

いので新旧関係は不明であるが、SB

-1掘立柱建物跡の内部にありこれを

構成する柱穴列 とは判断できないので

同時に存在することは困難である。

[規模] 東西方向に 5基のピットで構成

されている。柱間寸法は約2.2mで ほ

ぼ等間隔である。

[柱穴平面形]柱穴平面形は約40cmの 円

い
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形で、深さは約50cmである。柱痕跡はすべての柱穴で確認している。

[方向]  柱筋は揃っており、方向は N-78° 一Wである。

3)掘立柱建物 跡

掘立柱建物跡は、西区で 5棟、東区で 1棟検出している。小柱穴・ ピットは1203基検出し、そのうち柱痕跡の認

められるものも多 くある。しかし、現場で検討の結果組み合わせが確認できたものだけを掘立柱建物跡 と認定して

いる。

SB… 1掘立柱建 物跡

[検出地区] 西区H・ Ⅲ地区 D～F-1～ 3グ リットで検出した。

[重複関係] SB-1掘 立柱建物跡は、SB-2掘立柱建物跡、SA-2、 SA-3柱列、SI-4、 5竪穴住居跡、SK l

土坑 と重複し、SI-4、 5竪穴住居跡より新しく、SK-1土坑より古い。SB-2掘立柱建物跡、SA-2、

3柱列 とは直接的な柱穴の重複はなく、同時存在することは柱穴の配置から見て困難であり、新旧

に関しては不明である。

[桁行・梁行]身舎部分は桁行 8間、梁行 2間の南北棟掘立柱建物跡で、南北に桁行 8間梁行 1間の庇 を持ちさら

に北側には 2間 × 1間の孫庇を持っている。総長は桁行方向で15.7m、 梁行方向では孫庇部分を除い

て6.8mである。

[柱間寸法]各 柱列での柱間寸法は、桁行方向で2.lm(東西端の一間は1.lmで ある。)、 身舎の梁行方向は4.6m

である。また、身舎から南庇までの寸法は1.lm、 北庇までの寸法は1.8mで ある。

[柱穴平面形]柱穴の平面形は、約50cmの隅丸方形を基本 としているが、2、 3個不整形のものがある。柱痕跡は、

すべての柱穴で確認している。また、柱痕跡のうち身舎部分 と、南庇列部分では約15cmの角柱状で

あることを確認しているが、他の柱痕跡は約12cmの丸柱状である。各柱穴の深さは60～ 80cmであ

る。

[方向]   柱筋はほぼ直線でそろっており、東側列で軸線の方向は N-10° 一Eである。

[特記事項] 北 3柱列を構成するピット血109では、一度柱穴を掘った後にある程度埋め戻してから根石を据えて

いる。根石の確認されたのはこれだけである。また、このピットから遺物の出土は見られなかった。

[出土遺物] 遺物はピット89か ら二次加工のある劉片が出土したのみで、時代を示すものではない。

SB-2掘立柱建物跡

[検出地区] 西区Ⅲ地区E-1～ 4、 F-4グ リットで検出した。

[重複関係] SB-2掘 立柱建物跡はSB-1掘立柱建物跡 と重複しているが、直接的な切 り合いはなく新旧関係は

不明である。また、前述したように、この建物跡にはSA-2柱列が同時存在していた可能性があり、

一連の施設であった可能性が考えられる。その場合「門と塀」あるいは「建物 と区画塀」などが考

えられようか。

[桁行 。梁行]桁行 2間、梁行 1間の東西棟であるが、さらに北側のH地区に延びるものと思われる。

[柱間寸法] 北側は、すでに削平されており確認できなかったので、確認できた部分での桁行方向は2.2m、 梁行

方向は1.8mで ある。

[柱穴平面形]柱穴の平面形は方形を基調とし、やや不整な円形のものもある。柱痕跡はすべての柱穴で確認して

いる。

[方向]   柱筋はほぼそろっており、東側列での方向は N-10° 一Eである。
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SB-3掘立柱建物跡

[検出地区] 西区H地区D-4グ リットで検出した。前述のとおりH地区は天地返しが深 く及んでいる地区であ

るので遺存状況は悪い。

[重複関係] 他の遺構 との重複は認められない。

[桁行・梁行」桁行 2間、梁行 2間の方形の建物跡である。

[柱間寸法] 柱間寸法は1.7～2.3mと 不揃いである。

[柱穴平面形]柱穴の平面形は楕円形が主で、長軸40cm、 短軸30cmが平均的である。柱痕跡はそれぞれの柱穴で

確認しており、約15cmの円形である。

[方向]  柱筋は揃っていない。柱列の方向は東柱列で N-9° 一Eである。

SB-4掘立柱建物跡

[検出地区]西 区 I地区 B-2グ リットで検出した。

[重複関係] SB-4掘立柱建物跡はSI-2住居跡、SD 4濤跡と重複し、これらすべての遺構よりも新しい。
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第28図 SB-4平面・ 断面図

[桁行・梁行]桁行 3間梁行 2間の南北棟であるが、さらにH地区に延びるものと思われる。桁行総長は約5.8m、

梁行総長は約3.5mである。

[柱間寸法]桁 行方向での柱間寸法は約1.8m、 梁行方向での柱間寸法は1.5～ 1.8mである。

[柱穴平面形]柱穴平面形は円形を基調とし方形のものもある。柱痕跡はすべての柱穴で確認し、約15cmの 円形で

ある。

[方向]   柱筋はほぼ一直線に通っており、東柱列での方向は N-9° 一Eである。

SB-5掘立柱建物跡

[検出地区] 西区Щ地区 E・ F-4グ リットで検出した。

[重複関係] SB-5掘 立柱建物跡は、SI-6住居跡、SD-3濤跡、SK-5土坑 と重複し、これらすべての遺構 より

新しい。

[桁行・梁行]桁行 2間、梁行 4間以上の南北棟であるが、調査区外へ延びている可能性が高い。桁行総長は4.8m

以上、梁行総長は4.5mである。

[柱間寸法]桁 行方向での柱間寸法は約2.lm、 梁行方向での柱間寸法は1.0～ 1.3mである。
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第29図 SB-5平面・ 断面図

[柱穴平面形]柱穴平面形はやや不揃いで方形から不整円形である。柱痕跡はすべての柱穴で確認し、約15～20cm

[方向]

の円形である。

柱筋は不揃いであるが、東柱列での方向は N-10° 一Eである。

SB-6掘立柱建物跡

[検出地区] 東区C― ■ グリットで検出した。

[重複関係] 他の遺構 との重複はない。

[桁行 。梁行]桁行 2間梁行 1間の南北棟である。桁行総長は 3m、 梁行総長は2.8mである。

[柱間寸法]桁 行方向での柱間寸法は約1.6mで、梁行方向で約2.8mである。

[柱穴平面形]柱穴平面形は約25cmの 円形を基調 としている。柱痕跡はすべての柱穴で確認し8～10cmの 円形で

ある。深さは約20cmである。
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[方向]   柱筋はやや不揃いであるが、東柱列での方向は N-10° 一Eである。

4)土坑跡

土坑跡は全部で17基検出した。西区で 8基、東区で 9基である。
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SK-1土坑

[検出地区]

[重複関係]

[平面形 。規模 ]

[堆積土]

[出土遺物]

SK-2土坑

[検出地区]  西区Ⅲ地区B-2グ リットで検出した。

[重複関係]  重複関係は認められない。

西区Ⅲ地区E-1グ リットで検出した。

SD-1滞跡 と重複関係にあり、これを切っている。

平面形は隅丸方形で、長軸長97cm、 短軸長65cm、 深さは60cmである。底面はほぼ平坦で、壁は

垂直に立ち上がっており、断面形は箱形である。長軸での方向はN-9.5° 一Eである。

埋土は 2層で、人為堆積である。

遺物は上師器、石製模造品等が出上しているが、細片が多 く図示できるものは少ない。図示した

ものは、石製模造品 (有孔円板)である (第33図 2)。

第30図 SB-6平面・断面図
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土器小片をまだらに含む。
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1 10YR3/4暗 褐色 シル ト

黄橙色10YR8/6を まじる。
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SK-9
1 10YR3/4暗褐色 シル ト

黄褐色 10YR5/6シル トをまじる。

2 10YR3/3暗褐色 ンル ト

にぶい黄橙色10YR6/4シ ル トを下部に層的

■90m名
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2 10YR3/4暉勢敏色 シアレト
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SK-2
1 10YR3/4暗褐色 ンル ト

明黄褐色10YR6/6粘土質シル トをまだらに含む。

炭化物、オヽ石をまばらに含む。

SK-6
1 10YR2/2黒褐色 シル ト 炭化物片が、

比較的多 くみられる。

1170mム   SK 7  ど

SK-3
1 10YR3/4暗褐色 シルト

1 10YR3/4暗 褐色 シルト

ど

ド

SK-5
1 loYR2/3暴褐色 シル ト 層全体に炭化

物片、焼土プロックを多量に含んでいる。

わら状の植物の炭化したものが認められ

る所力
'あ

る。

ヽ
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ム

■20mど当    SK 12    さ

1 10YR3/1黒 褐色 シル トSK-12
焼上炭化物プロック含む。1 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土
2 10YR3/4暗 褐色 シル ト

炭化物片を所々に含む土器片あり。

2 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト質粘土    炭化物片を所々に含む。

3 10YR4/4褐 色 シル ト
管状の酸化鉄斑の集積がみられる。

第31図 SK-1～ SK-14平面・断面図
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SK-11
1 10YR3/4暗褐色 シル ト

所々に炭化物、焼土プロックを含む。

2 10YR3/4暗褐色 シル ト

層上部に帯状に焼土層がみられる。

[平面形 。規模]平面形は隅丸方形で、長軸長1.08m、 短軸長55cm、 深さは50cmである。底面は平坦で、壁は垂直

に立ち上がり、断面形は箱形である。長軸での方向は N-83° 一Wである。

[堆積土]  堆積土は単層で、人為堆積である。

[出土遺物]  遺物は土師器、須恵器、弥生土器、青磁等が出上しているが、いずれも細片であり図示できるも

のはない。
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SK-15
1 10YR3/4暗褐色 粘土

炭化物ブロックも所々に含む。

2 10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト質粘土
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SK-18
1 10YR3/2黒褐色 砂質シルト
2 10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シルト
3 10YR3/1黒褐色 粘土

名

SK-3土坑

[検出地区]

[重複関係]

[平面形・規模 ]

[堆積土]

[出土遺物]

SK-4土坑

[検出地区]

[重複関係]

[平面形・規模]

庄

1070m当 SK-16

SK-16
1 10YR3/3暗褐色 粘土

10YR明 褐色粘土 と10YR3/3がブロック状に堆積している

が主体 となるのは、後者の方である。

2 10YR4/4褐色 砂質シル ト 黒褐色土 (10YR2/2シ ル ト

粒性ややあり)を まだらに含む。

3 10YR4/4褐色 砂質シル ト 黒褐色土 (10YR2/2シ ル ト

粒性ややあり)をスジ状に含む。

4 10YR3/4暗褐色 砂質シル ト 黒褐色土 (10YR2/2シ ル ト

粒性ややあり)を含む。礫含む。

5 10YR4/6褐色 砂質シル ト 黒褐色土 (10YR2/2シ ル ト

粒性ややあり)を まだらに含む。礫含む。

ト
SK■ 7
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ト
1080m亀 崖

SK-17
la 10YR3/4暗褐色 粘土 炭化物片をわずかに含む。

lb 10YR3/3暗褐色 粘± 10YR4/4をブロック状に含む。

lc 10YR4/4褐色 粘土

2 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘上

3 10YR4/4褐 色 シル ト質粘土

2 5 YR3/2暗 赤褐色 シル ト質粘土 炭化物片を多量に含む土器を含

んでいる。層中にまばらに骨片を含んでいる (焼土層)

3 10YR3/4暗褐色 シル ト質粘土 焼土ブロック、炭化物片を所々に

含む。

0              1              2コ n

第32図 SK-15～SK-19平画・ 断面図

西区Ⅱ地区D-2グ リットで検出した。

重複関係は認められない。

平面形は、西辺が不整な形を呈しているがほば隅丸方形 と言えよう。長軸長1.24m、 短軸長1.09m、

深さは 8～13cmである。底面には若干の起伏が認められる。壁は緩やかに立ち上がり、断面形は

開いた「U」 字形である。長軸での方向は N-78° 一Wである。

堆積土は単層で、人為堆積である。

遺物は土師器が出上しているが、いずれも細片であり図示できるものはない。

西区H地区D-2グ リットで検出した。

重複関係は認められない。

平面形は、隅丸方形である。長軸長1.6m、 短軸長90cm、 深さは18cmで ある。底面には若干の起

伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。断面形は開いた「U」字形である。長軸での方向は N-77° 一

Wである。

堆積土は単層で、人為堆積である。[堆積土]



[出土遺物]  遺物は土師器 (ロ クロ使用を含む)等が出土しているが、いずれも細片であり図示できるものは

ない。

SK-5土坑

[検出地区] 西区Ⅲ地区E-5グ リットで検出した。

[重複関係]  SI-6竪穴住居跡 と重複関係にあり、S16竪穴住居囲を切っている。

[平面形・規模]平面形は、不整な方形である。長軸長1.4m、 短軸長1.16m、 深さは13～18cmである。底面は若干

東に傾斜している。壁の立ち上がりも緩やかで、断面形は開いた「U」 字形である。長軸での方向

は N-87° 一Wである。

[堆積土]   堆積土は単層であるが、層中に戊化物片、焼土ブロックを多量に含んでいる。また、層中に藁状

の物が炭化した
°
と思われるブロックが含まれている。人為堆積である。

[出土遺物] 遺物は土師器 (ロ クロ使用を含む)、 須恵器、弥生土器、中世陶器、金属製品、石製品等が出上し

ている。いずれも、細片が多 く図示できるものは少ない。図示したものは中世陶器、金属製品 (釘 )

である (第33図 12・ 13)。

SK-6土坑

[検出地区] 西区Ⅲ地区E-5グ リットで検出した。

[重複関係]  SI-6竪穴住居跡 と重複関係にあり、SI-6竪穴住居跡を切っている。

[平面形・規模]平面形は、不整な楕円形である。長軸長1.02m、 短軸長94cm、 深さは33cmで ある。底面は東へ緩

やかに傾斜している。壁は緩やかに立ち上が り、断面形は舟底形である。長軸での方向は N―

79° 一Wである。

[堆積土]   堆積土は単層であるが、層上部に焼けた骨片の集中が見られた。しかし、焼け面などが認められ

ないので、何らかの施設 とは考えにくい。人為堆積である。

[出土遺物] 遺物は土師器 (ロ クロ使用を含む)、 須恵器、弥生土器、骨片、石製品等が出上している。いずれ

も細片のため図示できないものが多かったが、特に骨片はばろばろの状態であった。図示したも

のは、金属製品 (釘 )、 石製品 (太型蛤刃石斧)である (第33図 1)。

SK-7土坑

[検出地区] 西区 I地区B-2グ リットで検出した。

[重複関係]  SD-4濤 跡、SI-2竪穴住居跡と重複関係にあり、これら全てを切っている。

[平面形・規模]平面形は、楕円形である。長軸長91cm、 短軸長90cm、 深さは5～ 8 cmで ある。底面は起伏があ

り壁はなだらかに立ち上がる。断面形は開いた「U」 字形である。長軸での方向は N-76° 一W

である。

[堆積土]  堆積土は単層で、人為堆積である。

[出土遺物]  遺物は土師器が出上しているが、いずれも細片であり図示できるものはない。

SK-9土坑

[検出地区] 西区H地区E-1グ リットで検出した。

[重複関係]  重複関係は認められない。

[平面形・規模]平面形は、やや歪んだ円形である。長軸長80cm、 短軸長78cm、 深さは33cmを測る。底面は平坦

で、壁は垂直に立ち上がる。断面形は箱形である。長軸での方向は N-80° 一Wである。

[堆積土]   堆積土は 2層で、自然堆積である。

[出土遺物]  遺物は土師器、石器片等が出上しているが、いずれも細片であり図示できるものはない。



SK… 11土坑

[検出地区]  東区E-8グ リットで検出した。

[重複関係]  重複関係は認められない。

[平面形・規模]平面形は楕円形を呈するものと思われるが、東側を撹乱により削平されているので詳細は不明で

ある。確認できた範囲での長軸長は1.18m、 短軸長80cm、 深さ13cmで ある。底面はほぼ平坦で、

壁は緩やかに立ち上がっている。断面形は開いた「U」 字形である。長軸での方向はほぼ真北を向

いている。

[堆積土]   堆積土は 2層で、自然堆積である。 2層上面に焼土層が認められたが、性格は不明である。

[出土遺物]  遺物は土師器、弥生土器等が出上しているが、いずれも細片であり図示できるものはない。

SK… 12土坑

[検出地区]  東区E-7グ リットで検出した。

[重複関係]  重複関係は認められない。

[平面形・規模]平面形は精円形である。長軸長1.25m、 短軸長1.2m、 深さは38cmである。底面はほぼ平坦である。

壁はなだらかに立ち上がり、断面形は舟底形である。長軸での方向は N-16° 一Eである。

[堆積土]  堆積土は 2層で、自然堆積である。

[出土遺物]  遺物は土節器が出上しているが、いずれも細片であり図示できるものはない。

SK-13土坑

[検出地区]  東区E-7グ リットで検出した。

[重複関係]  重複関係は認められない。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。長軸長73cm、 短軸長54cm、 深さ15cmである。底面はやや起伏があり、

壁は角度を持って立ち上がっている。断面形は「U」字形である。長軸での方向は N-21° 一Eで

ある。

[堆積土]   堆積土は 3層で、自然堆積である。

[出土遺物]  遺物は土師器が出上しているが、いずれも細片であり図示できるものはない。

SK-14上坑

[検出地区]  東区D-8グ リットで検出した。

[重複関係]  小濤状遺構群 と重複関係にあり、これらを切っている。

[平面形・規模]平面形はほぼ円形である。軸長は1.7mほ どで、深さは 8～30cmである。底面は起伏が目立ち一

定ではない。壁は角度を持って立ち上がり、断面形は「U」 字形である。

[堆積土]   堆積土は 2層で、自然堆積である。

[出土遺物]  遺物は土師器、弥生土器等が出上しているが、いずれも細片であり図示できるものはない。

SK-15土坑

[検出地区]  東区 B-9グ リットで検出した。

[重複関係]  SR-1河 川跡 と重複関係にあり、これを切っている。

[平面形 。規模]平面形は隅丸方形である。長軸長1.53m、 短軸長77cm、 深さは 8～16cmで ある。底面は若千盛 り

上が りはあるがほぼ平坦である。壁は緩やかに立ち上が り、断面形は開いた「U」 字形である。長

軸での方向は N-75° 一Wである

[堆積土]   堆積土は 2層で、自然堆積である。

[出土遺物] 遺物は土師器が出上しているが、いずれも細片であり図示できるものはない。



SK-16土坑

[検出地区]  東区 B-10グ リットで検出した。

[重複関係]  重複関係は認められない。

[平面形・規模]平面形はやや歪んだ円形である。軸長は1.46m、 深さは1.77mを 測る。底面は平坦である。壁は

角度を持って立ち上がり、断面形は逆台形である。

[堆積土]   堆積土は 7層で、自然堆積である。

[出土遺物] 遺物は土師器 (ロ クロ使用を含む)、 中世陶器等が出上しているが、いずれも細片であり図示でき

るものはない。

SK-17土坑

[検出地区]  東区C-9グ リットで検出した。

[重複関係]  小濤状遺構群、SR-1河川跡 と重複関係にあり、これら全てを切っている。

[平面形・規模]平面形は隅丸方形である。長軸長は3.36m、 短軸長2.44m、 深さは55cmで ある。底面は平坦で、

壁は緩やかに立ち上がる。断面形は「U」 字形である。長軸での方向は N-4° 一Wである。

[堆積土]   堆積土は3層で、自然堆積である。

[出土遺物]  遺物は、堆積上の 1層中から中世陶器、金属製品、土師器、石製模造品等が出上している。また、

3層からも土師器や石製模造品、石製品等が出土している。このうち図示したものは、土師器、

石製模造品 (有孔方板、剣形)である (第33図 3・ 4)

[特記事項] 壁面や床面に潜 り込む形で遺物が集中することが判明したので、 トレンチを設定し下層の観察を

行った結果SR-1河川跡の存在を確認した。

SK-18土坑

[検出地区]  東区F-8グ リットで検出した。

[重複関係]  小濤状遺構群 と重複関係にあり、これらを切っている。

[平面形・規模]平面形は歪んだ楕円形である。長軸長69cm、 短軸長63cm、 深さは30cmで ある。底面は起伏があ

り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。断面形は箱形である。長軸での方向は N-65° 一Eである。

[堆積土]   堆積土は 3層で、自然堆積である。

[出土遺物] 遺物は土師器、礫石器等が出上している。図示したのは礫石器 (磨石)である (第33図 11)。

SK-19土坑

[検出地区]  西区Ⅲ地区F-6グ リットで検出した。

[重複関係]  重複関係は認められない。

[平面形・規模]平面形は隅丸方形を呈するものと考えられるが、下層確認 トレンチによってすでに南半部が削平

されていたので断定はできない。確認できた部分での長軸長は77cm、 短軸長34cm、 深さは26cm

であった。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。断面形は逆台形である。長軸での方

向は N-80° 一Wである。

[堆積土]   堆積土は4層で、自然堆積である。層の所々に細かい骨片を含んでいるが、特別な出土状況を示

してはいない。

[出土遺物] 遺物は堆積土中から土師器や礫石器等が出土しているが、いずれも細片であり図示できるものは

ない。
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5)薄跡

濤跡は全部で10条検出した。その内訳は、西区で4条、東区で6条である。

SD-1濤跡 (付図)

[検出地区] 西区 I・ Ⅱ・Ⅲ地区A-1～ 6、 A～F-7グ リットで検出した。

[検出状況]検 出長は、南北方向では約35m、 I地区北東部で西に曲が り東西方向で約33m検出した。両方向と

も調査区外へ延びている。

[方向]   南北方向はほば真北であり、東西方向では N-81° 一Wである。

[規模]  上端は3m～ 2mで、平均2.5mである。下端は0.9m～0,2mで、平均0.5mである。濤の断面形は

逆台形で、壁面には平均 2 cmの厚さで酸化鉄が沈着している。また、場所によっては下端が濤状に

一段さらに下がる。北東コーナー部では、壁の立ち上がりが他のところよりは緩やかで開いている。

深さは1.5m～ lmで、平均1.2mで ある。

[付属施設] Ⅲ地区で壁面に4基のピットを検出している。断面を半栽して観察した結果、これらはいずれも先

端を尖らせた杭を“ハ"字形に打ち込んだものであることがわかった。平面形は約30cmの楕円形で、

深さは約50cmである。このことより、これらのピット群は濤に掛かる橋の橋脚 として機能していた

可能性が考えられる。また、sD-1の西 (屋敷内)で、 2基の並んだピットを検出している。平面形

は約30cmで、深さは約80cmである。この両者の関係を見た場合前者が橋脚であったならば後者は

F]と して機含としていたと考えることが出来よう。
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1140m名

第34図 SD-1橋脚部平面・断面図



[出土遺物] 遺物は堆積土中から陶器、棒状金属製品、石器、石製模造品などが出上し、濤底面からは、土師質

土器、陶器、磁器、刀子、石製品等が出土している。このうち図示できたものは土師器、陶器、古

瀬戸瓶子、青磁、金属製品 (刀子、釘 )、 土製品 (羽 口)、 瓦、石製模造品 (有孔円板、方板、剣形)、

石製品 (砥石、磨石、石鏃)、 剣片石器である (第41図～第44図 )。

SD-2濤跡

[検出地区] 西区 I・ H・ Ⅲ地区A～F-1グ リットで検出した。

[重複関係]  SB-1掘 立柱建物跡、SD-1濤跡、SK-1土坑 と重複し、これら全てに切 られている。

[平面形・規模]平面形は、南北にほぼ直線的に検出され、検出長は30.6mで南北とも調査区外へ延びている。方

向は N-12° 一Eである。上端幅は1.5m、 下端幅は50cm、 深さは56cmで ある(撹乱の深いH地

区は計測に含めていない)。 底面には

'ヒ

較的起伏が多 く見られ、壁は緩やかに立ち上がる。断面形

は逆台形である。傾斜は、北から南で約50cmの比高差がある。

[堆積土]   堆積土は 3層で、自然堆積である。

[出土遺物]  遺物は、陶器、金属製品、土師器、石製模造品、石製品、弥生土器等が出上している。特に偏っ

た出土状況を示しているところはない。図示したものは土師器 (第45図 1)、 石製模造品 (剣形)

(第45図 14、 15)、 須恵器 (第46図 9)、 金属製品 (第46図 1)、 陶器 (第46図 5)、 両辺に連続し

た剣離痕を持つ石匙である。

SD-3揮与Ltl

[検出地区]  西区 I・ H・ Ⅲ地区 A・ B-5、 C～F4グ リットで検出した。

[重複関係]  SD-1濤 跡、SI-6竪穴住居跡、SB-5掘立柱建物跡、と重複関係にある。S16竪穴住居跡を切っ

ているほかは、金てに切 られている。

[平面形・規模]平面形は、南北に直線的に検出され、検出長は25.6mである。南北 とも調査区外へ延びている。

方向は N-20° 一Eである。上端幅は3.7m、 下端幅は1.7m、 深さは68cmである(撹乱の深いH

[堆積土]

[出土遺物]

地区は計測に含めていない)。

堆積土は 3層で、自然堆積である。

遺物は弥生土器、土師器 (ロ クロ使用を含む)、 須恵器、石製模造品、石製品等が出土している。

そのうち図示したものは、土師器 (第45図 2、 13)、 石製模造品 (剣形)(第45図 16、 19)、 石製品

(石鏃、砥石)(第 45図 21、 第46図 6)、 須恵器 (第46図 4)、 金属製品 (釘)である (第46図 2)。

SD-4濤脳小

[検出地区] 西区 I地区 B-1・ 2グ リットで検出した。

[重複関係]  SD-1濤 跡、SK-7土坑、SI-2竪穴住居跡と重複関係

にあり、S12竪穴住居跡を切 り、その他に切られてい

る。

[平面形・規模]平面形は、東西にやや湾曲するもののほぼ直線的であ

る。検出長は3mで、上端幅40cm、 下端幅30cm、 深さ

は5cmである。方向はN-75° 一Wである。底面は平

坦で、壁は緩やかに立ち上がる。断面形は開いた「U」

字形である。傾斜は東から西で約10cmの比高差があ

る。

[堆積土]   堆積土は単層で、自然堆積である。

SD-4
10YR2/3黒褐シルト

第35図 SD-4平面 。断面図



[出土遺物]  遺物は、弥生土器、土師器等が出土しているが、いずれも細片であ

り図示できるものはない。

SD-5澤与,弥

[検出地区]  東区 B-11グ リットで検出した。

[重複関係]  直接的な重複関係は認められない。しかし、SD 8濤跡 と方向。規模

・堆積土等が似ている。また、SD 5濤跡 とSD 8濤跡 との連続が確認

できなかった地点は、東区の中でも天地返 しの深い所である。以上

のことより同一の溝である可能性 も考えられる。

[平面形・規模]平面形は、南北に直線的に検出され、検出長は3.76mである。北端

はさらに調査区外へ延びている。方向は N-4° 一Eである。

[堆積上]

[出土遺物]

SD-6澤与LII

[検出地区]

[重複関係]

[平面形・規模 ]

[堆積土]

[出土遺物]

SD-8濤 i弥

[検出地区]

[重複関係]

[平面形 。規模 ]

[堆積土]

[出土遺物]

SD-9滞 i弥

[検出地区]

[重複関係]

[平面形・規模]

堆積土は単層で、自然堆積である。

出土遺物はない。

東区 B-12グ リットで検出した。

重複関係は認められない。

平面形は、東西に直線的であり、検出長は2.9mである。東

端はさらに調査区外へ延びている。上端幅30cm、 下端幅18

cm、 深さは6 cmである。方向は N-84° 一Wである。底

面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。断面形は「U」 字形

である。

堆積土は単層で、自然堆積である。

遺物は土師器が出上しているが、いずれも細片であり図示

できるものはない。

東区 C～E-11、 F-12グ リットで検出した。

小濤状遺構群 と重複し、これらを切っている。

平面形は南北に直線的に検出した。検出長は18,78mである。北端は、天地返しにより次第に浅 く

細 くなりやがて検出できなくなる。また、南部は一度 3m程途切れてから再び濤が始 まる。

堆積土は 3層で、自然堆積である。

遺物は、土師器、石製模造品、鉄さい等が出上している。そのうち図示したものは、石製模造品

(有孔方板)である (第45図 18)。

東区 B-8、 C～F-9グ リットで検出した。

小濤状遺構群、SR-1河川跡 と重複 し、これら全てを切っている。

平面形はやや湾曲するものの、直線的に南北に検出し、検出長は26.54mである。南北 とも調査区

外へ延びている。方向は N-3° 一Wである。上端幅は50cm～ 1.3m、 下端幅は20cm～40cm、 深

さは33cmで ある。底面は若干起伏があるものの、ほぼ平坦である。

堆積土は 3層で、自然堆積である。層中には、灰白色火山灰を多 く含み、場所によっては堆積の

集中するところもあるが、 2次堆積 と考えられる。

■9om i  込
′

1

は
SD-5

SD-5
1 10YR4/4褐 色 微砂

第36図 SD-5平面・断面図
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1 10YR4/4褐 色 ンル ト炭化物片を含んでいる

第37図 SD-6平面・断面図

[堆積土]



[出土遺物]

SD-10輝等i疎

[検出地区]

[重複関係]

[平面形・規模]

[堆積土]

[出土遺物]

SD-11濤跡

[検出地区]

[重複関係]

[平面形 。規模]

[堆積土]

[出土遺物]

遺物は、土師器 (ロ クロ使用を含む)、 須恵器、弥生土器、石製模造品、金属製品等が出上してい

る。そのうち図示したものは、土師器不 (第45図 3)、 高不 (第45図 11)、 台付鉢 ?(第45図 12)、

不 (ロ クロ使用)(第46図 7)、 石製模造品 (剣形)(第 45図 20)である。

｀
お融8

東区 B-7・ 8グ リットで検出した。

重複関係は認められない。

平面形は直線的に南北に検出し、検出長は3.2mである。北側

はさらに調査区外へ延びている。方向はN-3° 一Wで あ

る。上端幅は30cm～50cm、 下端幅は10cm～20cm、 深さは 9

cmである。底面はほぼ平坦で、断面形は「U」 字形である。

傾斜は、ゆるやかに北側に下がっている。

堆積土は単層で、自然堆積である。

遺物は土師器、弥生土器等が出上しているが、いずれも細片

であり図示できるものはない。

東区 D～E-8、 F-9グ リットで検出した。

小濤遺構群 とSK-17土坑・SR-1河川跡 と重複し、小濤状遺

構群 。SR l河川跡を切 り、SK 17土坑に切られている。

平面形は、やや湾曲するが南北に検出し北側はすでに削平されたものと思われ、検出長は14mで、

南側はさらに調査区外へ延びている。方向は N-5° 一Wである。上端幅は74cm～81cm、 下端幅

は27cm～ 57cm、 深さは22cmである。底面はやや起伏を持ち南側に下がっている。

堆積土は 2層で、自然堆積である。

遺物は土師器、須恵器、弥生土器、石製模造品等が出上している。そのうち図示したものは、土

師器不 (第45図 4・ 5、 7～ 10)、 石製模造品 (有孔円板)(第45図 17)である。

11,10m｀  1 ど

に
SD-10

第38図 SD-10平面・断面図
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(A群)

[方向]

(B君羊)

(C群 )

第48図 小溝状遺構群変遷図

検出された方向を見てみると、大きくは 2方向に分かれるが、南北方向は更に 2方向に細分でき、

方向から見て 3群に分けることができる (第48図 )。 A群は、真北を基準 として東西に約5° 以内

の方向を示すもの、B群は、真北方向を基準 として5° 以上の方向を示すもの、C群は、東西方向

を示すものである。これら各群の新旧関係は全てに切られているC群が最も古い。A群とB群で

は、大きくはA群が B群より新しいものと思われるが、なかには切 り合い関係が逆転しているも

ものあり、A群が更に 2時期に分かれる可能J陛 も考えられる(しかし、堆積土 も似ており、また、

時間的な制約もあり現場で詳細な検討を加えることは困難であった)。 これら小濤の傾斜を見てみ

るとA群では南低北高が多数を占め、B群では逆が多 くなる。また、C群では東低西高が多数を

占めている。

遺物は、ほとんどの小濤から出土している。内訳は、土師器、須恵器、弥生土器、石製模造品、

石製品、金属製品等である。そのうち図示したものは、土師器高郷 2点、石製模造品 8点 (有孔

円板 5、 剣形 3)、 石製品 (石鏃)である (第47図 )。

[出土遺物 ]





濤 No 検 出 長 (m) 上 瑞 幅 (m) 下 瑞 幅 (m) 万 同 深 さ (m) 出 土 遠 物 象

/1ヽ単薄 1 6_32 0.50 0_24 N-4° 一W 0_22

2 5 82 0 40 0.20 N-0° 一N 0_20

3 5 24 0 30 0 14 N-7° 一W 0 10

5 54 0 40 0 14 N-2°一E 0 15

5 5 24 0 34 0 12 N-3_5° 一W 0 15

6 7 36 0 32 0 14 N-0_5° 一E 0 13

7 4_50 0_46 0 24 N-0° 一N 0 2参

8 3_20 0 30 0_16 N-55°一W 0_06

9-① 4_00 0_42 0.22 N-1° 一E 0_10 3

9-② 2_24 0_28 0_18 N-45° 一E 0_03

5 36 0_40 0_14 N-25° 一E 0_19

5_40 0.36 0.12 N-15° 一E 0_09 6

1 94 0_30 0_18 N-0° 一N 0 06

6 18 0_38 0 18 N-1° 一E 0 12 9

1 88 0 30 0 20 N-4_5° 一E 0 03 2

0 90 0 22 0 06 N-135° 一E 0 03 2

6 3 02 0 28 0 12 N-1° 一E 0 02 1

5 44 0 28 0 12 N-3° 一E 0_05

3 10 0_50 0 28 N-0° 一N 0_13

9 6 50 0_30 0 16 N-0° 一N 0,18 5

4 36 0.30 0 16 N-9°一 Vヽ 0_11 17

2_00 0_28 0 10 N-0° 一N 0_07 1■

7_00 0_36 0 14 N-2° 一E 0,13

6_24 0_44 0_24 N-0° 一N 0 10

7 12 0 70 0_52 N-0° 一N 0 14

25- 1 50 0 30 0 ■6 N-125°一E 0_13

25- 4_40 0_50 0.28 N-15° 一E 0 07

4_20 0_40 0_22 N-1° 一W 0,17 5

3 74 0 36 0 20 N-0°一N 0 17

10 42 0 66 0 24 N-9°一E 0 22

5 74 0 50 0 40 N-0° 一N 0.08

30- 2 42 0_38 0 22 N-0° 一N 0_08

30- 1 40 0_30 0.20 N-2°一E 0_16

4 22 0 24 0 14 N-95° 一E 0 04

32 4 92 0 56 0 34 N-2°一E 0 10

8 24 0,34 0 10 N-8°一E 0 12

34-① 5 56 0_60 0 24 N〒 0° 一N 0.10

34- 2 64 0_26 0_12 N-0°一N 0_10 7

35- 4 54 0.32 0_20 N-125° 一E 0_16

35- 3 14 0_32 0_16 N-10°一E 0_21

36 3 82 0 30 0_12 N-3_5°一E 0_16 1

2 54 0 34 0 20 N-165° 一E 0_11 7

3 18 0 40 0 24 N-65° 一E 0_10

1 12 0 30 0 14 N-55° 一E 0.29 4

1 14 0.30 0 14 N-23°一E 0_06 1

2_40 0_34 0 20 N-6°一E 0_15

4.14 0_40 0_20 N-1・―E 0 15

3_68 0_40 0_20 N-35° 一E 0 11

3_76 0_34 0_18 N-13_5° 一E 0 15

0.60 0_32 0_20 N-81° 一W 0 18

1_94 0_40 0.26 N-80° 一W 0_07 I

4_80 0_32 0_12 N-85° 一W 0.23

1 50 0 40 0_26 N-80° 一W 0_12

4 56 0 34 0_18 N-85° 一 Vヽ 0_11 3

6 60 0 54 0 36 N-80° 一W 0.16

2 70 0 46 0 26 N-90° 一W 0_18

3 90 0 38 0 20 N-87° 一W 0_17

2 62 0_42 0 24 N-85° 一W 0.08

2_84 0.54 0 38 N-84° 一W 0_11

2_30 0_44 0 30 N-85° 一W 0_13

6_16 0_52 0_30 N-82_5° 一 Vヽ 0 18

1_04 0.26 0.12 N-82° 一E 0 04 4

1.00 0_24 0_10 N-76° 一E 0 04

2 30 0_62 0_28 N-77° 一W 0_17

60 1 94 0_34 0_14 ミー 84° 一 Vヽ 0_17 3

6 60 0_60 0_34 N-86°一W 0.17

1 40 0 26 0 10 N-81・―W 0_05

63 1 16 0 24 0 12 N-87°一 Vヽ 0_05 5

64 2 14 0 26 0 10 N-82・―W 0,10

1 50 0 36 0 18 N-785° 一W 0_10 8

4 12 0 46 0 20 N-87°一W 0_16

2_88 0 26 0 12 N-80°――W 0_06 5

5 10 0 66 0 40 N-875° 一W 0 16

3.30 0_56 0 44 N-86° 一E 0 11

4_40 0.32 0.16 N-85°一 Vヽ 0 14

0_84 0_36 0_22 N-90°一 Vヽ 0 15 6

3.40 0.34 0.24 N-90°一W 0 14

3_22 0_26 0_14 N-84°一W 0 16

5_14 0_30 0_14 N-84°一 Vヽ 0_17

3_80 0_38 0,14 N-86°一 Vヽ 0 13

7_30 0_60 0_42 N-34°一W 0 17

4.70 0 40 0.20 N-9_5° 一 Vヽ 0_10

第 3表 小溝状遺構群計測表



7)性格不明遺構

SX-1性格不明遺構

[検出地区]  西区 I地区A-1、 B-1グ リットで検出した。

[重複関係]  SI-3竪穴住居跡、SD-1・ 2濤跡、SX-2性格不明遺構 と重複し、S13竪穴住居跡を切 り、他の

ものに切 られている。

[平面図・規模]平面形は、確認できたところでは濤状に確認できたが、切 り合いが多 くまた、調査区外へ延びて

いるので全容は判然としない。検出長は約 5m、 上端幅は約1.6m、 下端幅は約50cm、 深さは20cm

程である。底面は比較的平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。断面形は「U」 字形をなすものと思わ

れる。

[堆積土]   堆積土は 2層で、人為堆積である。層中に土器片を多 く含んでいる。

[出土遺物]  遺物は、土師器、弥生土器等が出上している。そのうちに図示したものは、土師器不 2点、高不

1点、鉢 1点、重 7点である (第51図 )。

SX-2性格不明遺構

[検出地区] 西区 I地区A-1グ リットで検出した。

[重複関係]  SI-3竪穴住居跡、SD-1・ 2濤跡、SX-2性格不明遺構 と重複し、SI-3竪穴住居跡、SX-1性

格不明遺構を切 り、SD-1・ 2濤跡に切られる。

[平面形・規模]図に示したとおり調査区の北隅で、多 くの遺構 と重複する形で検出しているので、全体の形、規

ど上2

模 ともに判然としない。

[堆積土]   確認できたところでは単層で、焼上、

炭化物を多量に含んでいる。人為堆積

である。

[出土遺物]

⑥
°

遺物は土師器 (ロ クロ使用)、 須恵器等

が出上している。そのうち図示したも

のは、土師器 2点 (ロ クロ使用)であ

る (第52図 )。

SX-3性格不明遺構

[検出地区]  西区H・ III地区 D・ E-2グ リットで検

出した。

[重複関係]  SB-1・ 2掘立柱建物跡 と重複し、こ

れらに切 られている。

[平面形・規模]平面形は不整な楕円形である。長軸長

2.4m、 短軸長1.4m、 深さ約20cmで あ

る。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち

上がる。断面形は開いた「U」 字形であ○
SX-1

1洩

」

SXl l

2

SX2 1

10YR4/6褐 色 シルト質粘土

10YR2/1黒 色 焼上、炭化物粒を多量に含む堆積土。

第50図 SX-1・ 2平面 。断面図
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一エ

内外面赤彩 21-4

第51図 SX-1出土遺物
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第52図 SX-2出土遺物

＋
Ｅ

当   sX 3   さ

1 にぶい黄褐色

2褐 色

3 にぶい黄褐色

Ｙ

Ｙ

Ｙ

0       1       2m

粘土質シル ト 炭化物粒を少量含む。

粘土質シル ト 層大部に炭化物を層的に含む。

粘上質シル ト 1層 に比べやや明るい。

第53図 SX-3平面・断面図

（劾
彰４
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図版番号 遺構 層位 種 月」 器 形 長さ的) 福的) 厚さ(血 ) 望さ(g, 孔径1(m) 鉢 腑 鏑 孔の数 飢 盛 側面研磨 石  材 写  真 登録番号

SX-3 不 明 石製模造品 剣 形 3 75 18 0 35 33 15 A-1 ユ I-1 イ 滑 石 K220
SX-3 不 明 石製僕造品 剣  形 イ 滑  石 K-221

図版番号 遇 構 層位 種 】J 器 形 長軸長(m) 顧 臨 ) 厚さ(Im) 孔径 1 孔径 2 孔間 (duu) 全体形状 孔の数 穿孔方法 石  材 写真 登録番号

54-3 SX 3 不 明 石製模造品 有孔円板 15 22 5 b I-1 滑  石 K-222

SX 3 不 明 石製模造品 有孔円板 1 95 41 15 D I-2 緑泥片岩 25-62 K-223

第54図 SX-3出土遺物



る。長軸での方向はN-60° 一Wである。

[堆積土]   堆積土は 3層で、自然堆積である。層中に炭化物を多 く含んでいる。

[出上遺物]  遺物は、土師器、弥生土器、石製模造品、剣片石器等が出土している。このうち図示したものは、

石製模造品 5点 (有孔円板 2、 剣形 2、 臼玉未製品 ?1)である (第54図 )。

[特記事項]  この遺構は、H地区とⅢ地区の段差を整えているときに、臼玉を大量に出上したことによりその

存在を確認したもので、その平面形は不明瞭な点が多い。出土遺物の中でも石製模造品の点数は

群を抜いている(臼玉121点、剣形 2点、有孔円板 3点、未製品と思われる劉片類 4点 )。 しかし、

遺物の出土層位、状況も正確には掴めていないので性格不明遺構とした (臼玉のほとんどは堆積

上の水洗により検出している)。

8)河川跡

埋没河川については、基本層序の項で述べたとおりで、調査区全体がひとつの大きな河チII跡内であることが断面

の検討により理解できた。この河川跡の堆積は、おそくとも古墳時代の住居跡が作られる以前に大部分が終了して

おり、今後検出した部分がわずかに機能していたものと考えられる。

SR-1河川跡

[検出地区]  東区 B-9、 C-8・ 9、 D-8・ 9、 E-8～ 13、 F-8～ 13グ リットで検出した。

[重複関係]  SD-9・ 11濤跡、SK-17土墳状遺構群 と重複し、これらすべてに切られている。

[平面形・規模]平面形は、調査区を北から南に湾曲しながら縦断し、Fグ リット付近で大きく東へ屈曲して調査

区外へ延びている。東西方向部分は大部分が調査区外であり、北側の肩の部分の検出である。検

出長は南北方向で約28m、 東西方向で約24mである。上端幅は平均 6m、 下端幅は 1～ 2m、 深

さは約 lmでぁる。断面形は「皿」形である。

[堆積土]   堆積土は 5層確認した。このうち 4層は粘土質のもので、河川としては流れがゆるやかな時期で、

堆積の進む時期であたったものと考えられる。遺物のほとんどは、 4層上面で一括して出土して

おり、この段階で祭祀等の行為が行われたものと考えられる。その後の堆積土は砂質になり、一

時期に堆積した印象を受ける。

[出土遺物]  遺物は4層上面で完形品や完形に近い土師器のまわりに土師器片、石製模造品等が一括して出土

している。 1～ 3層中でも出土しているが、本来は 4層中のものが巻き上がったものと考えられ

る。特に、集中するのはD-9グ リッドより南の地点である(第56図 )。 出上したものは土師器 (不、

高不、重 (小型壷も含む)、 奏、甑、台付鉢、蓋)、 須恵器、石製模造品 (円板型、剣形、臼玉、

勾玉)、 石製品、土製品等である (第 56・ 59～77図 )。 河川跡という性格上、上流からの流れ込み

の可能性がないとはいいきれないものの、ほとんどのものが原位置を保っているものと判断される。

土師器の出土点数は、23,000点余 りであるが、部位の特定もできないような細片が多い。またこ

のうち、高不の脚部分の出土量が多いことが注目される (こ のなかには、粘土の輪積 とは関係な

く縦方向に割れたものもあり、故意に割られた印象を受けるものであるが、断定できるまではい

たらなかった。しかし、祭祀 との関わりを考えた場合今後注目してい くべき観点であると考え

る。)。

SR-2河川 LII

[平面形・規模]SR-2河川跡は、SR-1河川跡の下層で確認された。しかし、深掘 トレンチ及び調査区南壁断面

での確認であり、規模など詳細 については不明な点が多いが、上端幅は10m以上になるものと考

えられる。



♀              Cm

図収番弓 離 層位 種 別 器形 外 面 調 整 内面調整 底 面 口径(嗣 ) 膝 (91) 器高lem 備 考 写真国版 登録番号

SR-1 4層 土師器 口
体

回
体 ケズリ 丸底

SR-1 4層 上師器 イ 口
体 クズリ 国底 (168)

SR-1 4層 上師器 イ
デ
ケ ケズリ 凹底 (140) こなれた胎上

SR-1 4層 土師器 口 :ヨ コナデ 体 :ナ デ ケズリ 丸底 白色針状物質、砂粒多い C224

SR-1 4層 上師器 イ 口
体 ケズ リ 凹底 70 自色針状物質多い C-251

SR―ユ 4層 土師器 イ 口 :ヨ コナデ 体 :ヘラナデ 口
体 ケズ リ 丸底

SR-1 4層 土師器 口 :ミ ガ キ 体 :ナ デ、 ミガ キ ケズリ丸底風平底

4層 土師器 イ ケズリ 丸底 径の大きな砂粒 を含む C271

SR-1 4層 土師器 雰
回
仏

口
段 ケズリ 平底 砂粒多い Cつ 56

58-10 SR-1 4層 上師器 回
体 ケズ リ 丸底 (117)

SR-1 4層 上師器 郎 口 :ヘラナデ 体 :ヘラナデ ケズリ凹底 (123)

“

0

SR-1 4層 土師器 邸 クズリ 丸底 砂粒多い C226

SR-1 4層 上師器 不
回
体 ケズ リ 平底 R含冒姦髯蔀兒長能楊猪毎ヽ

砂粒多 C-276

SR-1 4層 土師器 不 口 :ナ デ 体 !ナ デ 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ 凹底 (125)

SR-1 4層 土師器 芥 回
仏 ナデ 凹底 外全面赤彩、ぬ面口縁赤彩

第36図 SR-1出土遺物 1
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名 爆

+D10

10,90m望当 ど
SRl土相註記

1層 10YR5/6 黄褐色    砂

2層 10YR5/2 にぶい黄褐色 砂質シルト

3層 10YR4/6 褐 色    砂質シル ト
4層 10YR6/3 ヤこぶい責橙色 粘土質シルト
5層 10VR5/4 1こ ぶい黄褐色 砂質シルト

粗砂がスジ状に入る

厠ヒ物を少量含む

砂粒を若干含む

酸化鉄粒を含む

Ell

第55図 SR-1平面 ,断面図

73・ 74
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国版番号 通構 層位 種 別 器形 外 面 調 整 内面調整 底 面 口径(司 E径 (9al 器高(911 備 靱 帳 辮

SR-1 [層 土師器 雰 ケズ リ 凹底 (146) 白色針状物質、砂粒多い C-766

59-2 SR-1 3層 土師器 獅 口 :ヨ ヨナデ 体 :マ メツ ケズ リ 凹底 (140) 白色針状物質、砂粒多い C-738

SR-1 4層 土師器 跡 ケズリ 平底風丸底

SR-1 4層 土師器 イ ケズリ 平底 白色針状物質、砂粒多い C-252

SR-1 4層 土師器 イ 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ ヨ
デ 丸 底 白色針状物質、砂粒多い C-611

SR-1 4層 土師器 イ ケズリ 平底 C-270

SR― ユ 4層 土師器 口 :ヨ コナデ 体 :ナ ア 口 :ヨ コナデ 体 :ナ デ ナデ 凹底 砂粒多ヤ C-218

SR-1 4層 土師器 ケズ リ 丸底 大きな砂粒多▼ C-221

SR-1 4層 土師器 邦 口 :ヨ コナデ 体 :ヘラナデ 口 :ヨ コナデ 体 :ヘ ラナデ 平  底 白色針状物質、砂粒多い C-254

SR-1 4層 上師器 第 口 :ヨ ヨナデ 体 :ヘラナデ 丸  底

SR-1 4層 土師器 坪 ミガキ 凹底 C―ワ55

59-12 SR-1 4層 土師器 イ (122) (45) C-598

SR-1 4層 土師器 雰 ケズリ 平底 白色針状物質、砂粒多い C222

59-14 SR-1 4層 土師器 イ ケズ リ 平底 砂粒多ヤ C-274

SR-1 4層 土師器 雰 (154) C-617

4層 土師器 芥 ケズ リ 平底 C-274

4層 土師器 跡 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ 自色針状物質多い C-391

SR-1 4層 土師器 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ ケズ リ 平底 白色針状物質、砂粒多ヤ C-277

SR-1 4層 土師器 不 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ ケズ リ 丸底 (142) 砂粒多ヤ C277

50-20 SR-1 4層 上師器 イ 口 :ヨ コナデ 体 :ヘラナデ ケズリ 平底 15-16 C,28

SR-1 4層 上師器 口 :ヨ ヨナデ 体 :ヘラナデ ケズリ 平底 白色針状物質、砂粒多ヤ C-253

第59図 SR-1出土遺物 2



土師器

土師器

(120) 不内面赤彩

美 :多 夏i,昌

=手
デ C295

士師器 高JT

白色針伏物質、砂粒多い。

灸 :會姦牽
アヽケズリ

禽:女宅夢ブ
=ζ

ζ
=ァ

会 :雪
=す

子

第60図 SR-1出土遺物 3
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違緒 層位 種 別 器形 イ 部 脚 部 裾 部 口笹rcDl 確 (m) 暑高lml 縞 (倒 蘭篤(at) 臓 考 顎 離 登録番号

】R-1 4層 上師器 高イ 晟喜望状ワ資ヽυjI Zラ い。

】R-1 4層 土師器 高イ C-206

4層 上師器 高不 食 C-257

SR-1 4層 上師器 高不 C-288

4層 上師器 高イ 64 圏層岳然傷留雲言。

4層 土師鶏 高イ 外 :ヘラナデ (162) 自色針状物質多い。

4層 土師器 高イ 砂粒多い。 C-298

4層 土師器 高イ C-258

SR-1 4層 土師器 高耳 内外面赤彩

4層 土師器 高 不 奮 :ヨ ヨ
=二

ヽさ C-621

4層 土師器 高郵 内外面赤彩 C―

'66

高不

4層 土師器 高郷 (146)

4層 上師器 高イ

第61図 SR-1出土遺物 4
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0            5           10Cm

通儲 目0 え重4層」 器形 杯 部 脚 部 裾 部 口径lal 縫 (at) 器高(団 ) 璃 (al) 闘蔚(団 ) 備 考 雲 醜 辮
4層 上師器 高イ

砂粒多い C-174
4層 土師器 高杯 17-9
4層 土師器 高不 C199

SR■ 4層 土節器 高不
C-290

4層 土師器 高不
C-549

4層 土師器 高14N

と4~4~デ溺Ъ格子と【玄 C-299
SR-1 4層 土師器 高イ (199) 裾肉倒縁辺に粘上をはりつけている。 C-316

4層 土師器 高不
裾内側縁辺に粘上をはりつけている。 17-3 C-305

4層 上師器 高不 13 6 裾内4Hl縁 辺に粘上をはりつけている C-310
4層 上師器 高イ

裾内側縁辺に粘上をはりつけている。 C-296
4層 土師器 高イ

C181
SR-1 4層 上師零 高杯

第62図 SR-1出土遺物 5
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13

o            5            10cm

船 齢 層位 種 別 器 形 外 面 調 整 内面調整 底 面 口径に耐 鍵 lal 器高働 躍 lal 備 考 瓢 躙

4層 土師器 蔓 ケズ リ 平底 (85) 砂粒多い C-213

4層 上師器 壷 ケズ リ 平底 (58) 砂粒多い C-211

63-3 3層 土師器 菱 三ョナア、ミガキ (72) C-215

1層 土師器 壷 こτ手予
ヨ
岳r災ラ奉多 ケズリ 凹底 砂粒多い C-363

63-5 4層 土師器 壺 凹底 砂粒多い C-230

4層 土師器 重 ケズ リ 平底 (89) C-616

4)詈 土師器 壷 ケズリ 平底 砂粒多い 17-23 C-282

63-8 1層 土師器 霊 凹底 砂粒多い

4層 上師器 菫 ハケメ、ナデ、ミガキ ケズリ 平底 (48) C-204

4層 上師器 壷 ナ デ ケズ リ 凹底 (52) 砂粒多い C-210

4層 土師器 壷 体 :ナ デ、ミガキ 底 :ケ ズリ ケズ リ 平底 (71) 白色鉾伏物質、砂粒多ヽ C-216

1層 上師器 菱 ナア、ケズリ、ミガキ オサエ、ナデ ケズ リ 丸底 C-209

4層 土師器 壷 ナ デ ナ ア ケズリ 平底 (47) 砂粒多い。内面黒化 C-205

63-14 4層 上師器 壷 ナデ、ケズリ オサエ、ナデ ケズリ 平底 (62) 91 砂粒多い C-284

4層 と師器 壷 ナデ、ケズリ、ミガキ ヘラナデ ケズ リ 凹底 (62) 砂粒多い

4層 ■師器 壼 ナデ、ケズリ、ミガキ ケズ リ 平底

63-17 4層 土師器 菱 ヘラナデ、ナデ ケズリ 平底 (58) り 位多い C-282

4層 土師器 霊 ナデ、ケズリ、ミガキ オサエ、ヘラナデ ケズリ 平底 外面赤彩 C-287

63-19 1)目 ■師器 整 ケズ リ 平底 13 5 外面口縁上部赤彩

4層 土師器 壷 ケズリ 平底 砂粒多い

第63図 SR-1出土遺物 6
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麟 過 儲 層世 翻 J 器形 外 面 調 整 内面調整 底 面 口笹(耐 陸 倒 器 ロ T.EltH 膊 考 観 鋼

4層 上師器 壷 ケズリ 平底 C369
4層 上師器 壺 二f写上毛 全 オ

ナデ 丸底 13 0

64-3 SR― 4層 土師器 壷 口 :ナ デ 体 :ヘ ラナデ、ナデ ケズ リ 凹底 (122) 白色勒 質多 | C-283

64-4 4層 土師器 壷 ケズ リ 平底 (112) 自色針状物質、砂粒多セ 18-4 C-286

1層 土師器 菱 ナデ、ミガキ ナア、ヘラナア ケズリ 平底 (91) 外面赤彩 C-736

SR― 4層 土師器 壷 ナデ、ケズリ、ミガキ ヘラナデ、ナデ ケズリ 平底 自色針状物質多い

4層 土師器 壺 ケメ、ケズリ、ナデ オサエ、ヘラナデ ケズリ 平底 (97) (145) C234

4層 土師器 壷 ナデ、ケズリ ケズリ ケズリ 丸底 (108) (137) C235
4層 土師器 重 ケズリ 平底 (117) (163)

1層 上師器 重 ケズリ、ナデ、ミガキ ケズ リ 平底 (105) 白色針伏物質、砂粒多い C-733

4層 土師器 壷 ヨコナア、ナア、ミガキ ヘラナデ、ヨコナア、ナデ (65) C-313

4層 土師器 壷 ヨヨナデ、ヘラチデ ヨコナデ、オサエ (59) 白色針状物質、砂粒多い C155

第64図 SR-1出土遺物 7
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団賭号 遺構 層 位 種 別 器形 外 面 調 整 内面調整 底    面 口径働 醒 lal 綿 let 4Elot 備 考 家 醜 鶴 号

SR― 4層 土師器 養 具昇な
テ
■今

ク
議 ヶfけ 回 :ヨ コナデ 体 : ケズ リ 平底 (104)

4層 土師器 菱 (243) C-239

SR― 4層 生師器 霊 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ ア、ケズリ ケズ リ 平底

4層 土師器 妻 ケズリ 平底

4層 土師器 甕 (184) (190) 白色針状物質、砂粒多ヤ C-734

第65図 SR-1出土遺物 8



4    
＼
＼＼
＼

9      写     lPCIn

//



剛購 遺 欄 層位 種男」 器 形 外 面 調 整 内面調整 底 面 口径low 離 働 器高(m IFgm 備 考 鞠 韻 躙

4層 上師器 重 白色針状物質、砂粒多ヤ C-73ワ

4層 土師器 魂 口 :ヨ ヨナデ 体 :ヘラナデ 口 :ヨ ヨナデ 体 :ヘ ラナデ (208) 白色針伏惨質、砂粒多ヤ C-379

4層 土師器 整 (170) (243) (266) C-311

4層 土師器 壼 平底 (91)

4層 土師器 壼 (190) 自色針状物質、砂粒多い。

第67図 SR-1出土遺物10
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劇購 離 層 位 翻 」 器形 外 面 調 整 内面調整 底   面 口径leal B径 (耐 IIIlal 備 考 雲 離 譲 綴

4層 土師器 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ コナデ 体 :ヘラナデ (25 5) 炭化物付着。 C-755

SR-1 4層 土師器 壷 口 :ヨ コナデ 体 :ナ デ 口 :ヨ コナデ 体 :ヘ ラナデ (260) C-312

SR-1 4層 土師器 壷 (175)
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外面調整

19-13
船

(77)
ナデ

台付鉢 ヨコナデ、ナア
70-51SRl14層 I鍋磯

外 面 調 整 備  考  1写真図版 I登録番装
4層 回 :ヨ コナデ 体 :ミ ガキ

70～ 1
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12

内 面 調 整
1層 土 師 ナデ 平腐

口:ヨ コナデ、ミガキ 体 :ナデ C-18
土師器 鉢 口:ヨコナデ、ミガキ 体:ナ デ、ミガキ

口:ヨヨナデ、ミガキ 体:ナ デ、ミガキ 口:ヨコナデ、ミガキ 体 :ナ デ、ミガキ

上師器

回 :ハケメ 体 :ア ケヽメ 口 :ナ デ 体 :ナデ

ナ デ

78-18 I層 上師器
鞭
腰

ナ デ ナ デ ナ デ 37 C-42

選構 器形 脚 部 裾 部 口径(cm) 裾径(cm) 器高(lll) イ高(cm)

禽 :∃ ヨ子5:ケミケす大ぢ
=■

ミガキ
禽

3層 土師器 外 :ハ ケメ

内 面 調 整
2層 体 :ナ デ、 ミガキ、ハケメ 底 iケ ズ リ ケズリ 平底

口 :ヨ コナデ、ハケメ 体 :ハケメ
土師器 壷 口 :ヨ コナデ 体 :ナ デ、ハケメ

凹底

1層 土師器 (184)
ケメ、ヨヨナデ 体 :ハ ケメ

器 形 裾 部

第78図 SR-2出土遺物

外 面 調 整 裾 部 備 考

SR-2 2層 上師器 台付奏
体 :ヨ コナデ、ナデ 外 :ハ ケメ 内 :ナ デ 只鍵 験晏ヽ

こスス状 C120



[堆積土]   堆積土は 6層確認しているが、さらに多 くなる可能性 もある。土性は砂質であり、比較的流れが

あったものと思われる。

[出土遺物]  上層の SR-1河川跡の様に特徴的な出土状況を示すものはなく、堆積土中から土師不、高不、重、

甕、鉢、台付甕、器台等34点が出上した。そのうち20点を図示した (第78図 )。

9)浸透井戸の調査

調査の方法の項でも述べたが、敷地内の造成工事に伴い 9箇所の雨水用浸透井戸 (径 2m、 深さ5m)が設置さ

れることとなり、第 3図で示したように5× 5の調査区を設定し、調査を行った。井戸 7・ 8は、今次調査区のす

ぐ隣となり、連続性を見るために切 り放さないで調査を行うこととした。

各浸透井戸で確認された遺構は、井戸 4でピット群 (第79図)が確認されたほかは、井戸 7・ 8で SD-1の続きが

確認されただけである。

遺物は、土師器、須恵器、弥生土器、金属製品、石製模造品が出上している (こ のうち井戸 7及び井戸 8で出土

した遺物の中で SD-1か ら出上したものについては、SD-1の遺物 として取 り扱っている)。 図示した遺物は、土師

器壷 3点である (第81図 3・ 6・ 7)。

第79図 浸透井戸 4平面図

10)ピ ッ ト及びその他の遺物

ピットは東西両区で■89基検出している。ピットは、その堆積土から見て基本層 2層 より掘 り込まれたと考えら

れる(基本層 2層は南小泉遺跡で、中世の遺構を確認する鍵となる層である)。 色調は、大きく暗褐色 と褐色に分け

られ、層中に灰白色火山灰を含むものがある。平面形は、円形や楕円形が多 く、柱痕跡の認められるものも多い。

しかし掘立柱建物跡 としたもの以外では組み合いが確認できたものはない。遺物は、土師器、石製模造品、金層製

品等が出土している。

基本層や側濤からも多 くの遺物が出上している。

③
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ド

」

モ

五

餅
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日 ヨコナデ 体 :強 めのヘラナデ 口:ヨヨナデ 体:ナデ、ミガキ 21221
80-3

ケズリ 平底 79 内外面赤彩

郭 口:ヨコナデ 体:ケズリ、ナデ、ミガキ

口:ヨコナデ 体 :ナ デ グス リ 半 底 21131

ケズリ 丸底 12 5 56
口:ヨ コナデ 体:ケ ズリ、ミガキ 21191

ケズリ 平 47 21-23

土師器 杯

8? LⅥ層 土師器

17
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土師器 1 雰

82-8 回転糸切 し

沈線間に波状文あ り 底 :ケ ズ L

E-7 常滑 押印 砥石転用 1-66

陶器 鉢

82-15
布 目

82-16

石製品 (不明 )
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4

石製品 (不明 )
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図版番号 出土遇構・ 層位 器  種 部 位 唯
ｍ

降
ｍ

編
鰤

特 徴 写真図版 登録番号

88-1 C5グ リッド 甕 口 縁 外面 :連続刺突 (深 い)十 地文 ((縄文 LR)、 ミガキ 内面 :ナ デ→ ミガキ 23-7 B― n4

88-2 L VI層 高不 回 縁 外面 :縄文 (縄文 LR)施工後沈線・磨 り消し 内面 :2条の沈線、 ミガキ 23-25 B-204

88-3 LⅥ層 鉢 回 縁
外面 :沈線、充壊縄文 (縄文LR)内面 :2条の沈線 (上部深い、下部浅い)

ナデ
23-26 B-654

88-4 LⅥ層 鉢 外面 :沈線、充壊縄文 (擬似縄文) 内面 :1条の沈線 (着千摩滅 ) 23-15 B-661

88-5 S15,掘方 日 縁 外面 :沈線、充壊縄文 (擬似縄文) 内面 :1条の沈線、ミガキ 23-4 B-38

88-6 S12・ 掘方 口 縁 外面 :沈線 (変形工字文) 内面 :1条の沈線、 ミガキ 23-5 B-20

88-7 L vI層 高不 Or鉢 回 縁 外面 :沈線、充壊縄文 (縄文 LR) 内面 ;1条の沈線  ミガキ 23-23 B-405

88-8 LⅥ層 甕 口 縁 外面 :回縁端ナデ十地文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ→ ミガキ B-550

88-9 S12・ 1層 高杯 Or鉢 回 縁 外面 :沈線、充娯縄文 (擬似縄文) 内面 :ナ デ 23-10 B-17

88-10 S16・ ピット 碗 ? 口 縁 外面 :擬似縄文施文後沈線 内面 :ナデ 23-9 B-55

88-H 撹 乱 鉢 ? 口 縁 外面 :沈線 (3条 )十 山形文 ? 内面 :2条の沈線 B-380

88-12 S11・ 2層 回 縁 外面 :沈線、ミガキ 内面 :1条の沈線、沈線上部から回唇部に地文 B-4

88-13 L vI層 鉢 回 縁
外面 :沈線 (3 mI)、 充填縄文 (縄文 LR) 内面 :1条の沈線 (浅 くはつきり
しない)、 ミガキ

B-542

88-14 SX 3 高杯 口 縁
面
面

外
内 歩塗房攪濠́鯖 擾簿荼ざ羅整霧義ゑ

縄
養界缶せ懲紀見轟拿|こ赤彩 23-14 B-547

88-15 撹 乱 甕 口 縁 外面 :連続索J突 (浅 く長い)十 地文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ→ ミガキ 23-6 B-230

88-16 SD 3・ 2層 甕 回 縁 外面 :連続刺突 (浅 く長い)十 地文 (縄文 LR) 内面 :ナデ→ ミガキ B-366

88-17 SD 3・ 2層 蓋 Or鉢 口 縁 外面 :地文 (擬似縄文) 内面 :ナ デ B-344

88-18 LⅥ層 高不 Or鉢 回 縁 外面 :沈線、充娯縄皮 (縄文 LR)、 ミガキ 内面 :1条の沈線、 ミガキ 23-20 B-531

88-19 SD 3・ 2層 高不 Or鉢 口 縁 外面 :洗線 (3条 ) 内面 :ミ ガキ B-675

88-20 LⅥ層 鉢 口 縁 外面 :沈線 (3条 )、 貫通孔 1 内面 :1条の沈線、 ミガキ 23-」 B-206

88-21 SR l・ 4層 鉢 口 縁 外面 :沈線、充填縄文 (擬似縄文) 内面 :摩減 胎土砂粒多い 23-3 B-87

88-22 SD 3・ 3層 鉢 回 縁 外面 :沈線、充壊縄文 (縄文 LR) 内面 :ミ ガキ B-472

88-23 S14・ 1層 高郷 口 縁 外面 :沈線 (変形工字文 ?) 内面 :ミ ガキ B-28

88-24 鉢 回 縁 外面 :沈線、充娯縄文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ→ ミガキ B-33

88-25 LⅥ層 高妬 Or鉢 口 縁 外面 :沈線 (2条 1単位) 内面 :ミ ガキ 23-18 B-579

88-26 S16・ 掘方 高杯 Or鉢 口 縁 外面 :沈線、充娯縄文 (擬似縄文) 内面 :ヽ ガキ 胎土砂粒多い 8-56

88-27 SD 3。 1層 鉢 ? 口 縁 外面 :沈線 (2条 ) 内面 :1条の沈線 B-363

88-28 SK17・ 4層 鉢 回 縁 外面 :沈線 (3条 ) 内面 :ナ デ→ミガキ B-234

88-29 SR l,1層 鉢 回 縁 外面 :地文、刺突 内面 :ナ デ B-73

88-30 LⅥ層 鉢 回 縁 外面 :沈線、充壊縄文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ→ ミガキ B-183

88-31 LI層 鉢 口 縁 外面 :沈線 (4条 ) 内面 :ナ デ B-268

88-32 東区表採 鉢 口 縁 外面 :沈線、充娯縄文 (縄文 LR) 内面 :ミ ガキ 23-21 B-653

88-33 LⅥ層 甕 回 縁 外面 :連続刺突 (浅い)+地文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ→ ミガキ B-174

38-34 L vI層 蓋 口 縁 外面 :地文 (縄文 LR)十 日縁部端に 2条 り沈線 内面 :ミ ガキ B-171

88-35 L II層 甕 口 縁 外面 :連続刺突 ?+地文 (縄皮 LR) 内面 :ナ デ→ ミガキ 8-426

88-36 東区・ 表採 議 つまみ 外面 :地文 (縄文 LR) 内面 :ミ ガキ B-529

88-37 SR l・ 4層 蓋 口 縁 外面 :擬似無文施文後沈線・ 磨消 し 内面 :摩滅 23-12 B-97

88-38 SD 2・ 1層 高不 口 縁 省暮蕪治鍛b毒鋸鐸委壇髪托設く場|し
内面:1条の沈線、沈線上部から 23-17 B-569

88-39 SD 3・ 1層 壷 ? 体 部 外面 :沈線、充娯縄文 (縄皮 LR)、 ミガキ 内面 :ミ ガキ B-554

88-40 L vI層 壷 or蓋 体 部 外面 :1条の隆帯、隆帯の上下に地文 (縄文 LR) 内面 :ナデ B-169

88-41 表  採 甕 ? 体 部 外面 :縄文 LR施文後沈線 内面 :ヘ ラナデ→ヘラミガキ 23-27 B-445

88-42 L VI層 鉢 体 部 外面 :沈線、充瞑縄文 (縄文 LR) 内面 :摩滅 23-1 B-239

88-43 SR l・ 1層 不 明 体 部 外面 :沈線 内面 :摩減 B-208

88-44 LⅥ層 壼 体 部 外面 :沈線 内面 :摩滅 23-22 B-463

88-45 LⅥ層 高不 Or鉢 回 縁 外面 :沈線、充渓縄文 (縄皮 LR) 内面 :ミ ガキ B-614

88-46 S14・ 2層 不 明 体 部 外面 :沈線 (2条 )、 ミガキ 内面 :ミ ガキ B-31

88-47 SD 3・ 2層 不 明 体 部 外面 :沈線 (変形工文文 )、 ナデ、 ミガキ 内面 :ミ ガキ 胎土砂粒多い 23-19 B-333

88-48 撹 乱 一霊 頚 部 外面 :沈線、充壊縄文 (縄文 LR)、 一部ナデ 内面 :ナデ→ ミガキ B-228

88-50 SR l・ 4層 壼 頚 部 外面 :沈線、充壊縄皮 (縄文 LR) 内面 :ナ デ→ ミガキ B-86

88-51 LⅥ層 不明 体 部 外面 :沈線 (3本 同時施文具) 内面 :ナ デ B-164

88-52 LⅥ層 不明 体 部 外面 :沈線 (3本 同時施文具) 内面 :摩減 胎土砂粒多し B-175

88-53 SR l・ 4層 不明 体 部 外面 :沈線、充壊縄文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ 胎土砂粒多ヤ B-81

88-55 束区・表採 甕 体 部 外面 :沈線、充填縄文 (縄皮 LR) 内面 :ミ ガキ B-345

88-56 SR l・ 4層 不明 体 部 外面 :沈線、充壊縄文 (擬似縄文) 内面 :摩滅 B-220

88-57 SD 3・ 2層 甕 ? 体 部 外面 :沈線、充填縄文、磨 り消し 内面 :ナ デ→ ミガキ 23-16 B-500

88-58 壺 ? 体 部 外面 :沈線 (山形文 ?) 内面 :ナデ B-14

88-59 LⅥ層 不明 体 部 外面 :沈線 (3本 同時施文具) 内面 :摩減 胎土砂粒多し B-565

88-60 LⅥ層 不 明 体 部 外面 :沈線、充娯縄文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ→縦位の ミガキ B-386

88-61 SD 3・ 3層 不 明 体 部 外面 :沈線 (2条 1単位) 内面 :摩滅 B-474

88-62 L vI層 不 明 体 部 外面 :沈線、充壊縄文 (縄演 LR) 内面 :ナデ→ ミガキ 23-2 B-258

88-64 S16 1層 不 明 休 部 外面 :沈線、充填縄文 (縄皮 LR) 内面 :ナデ→ ミガキ B-58

88-65 LⅥ層 壷 体 部 外面 :沈線 (2条 1単位) 内面 :ナデ (159と 接合 ) 23-13 B-158

88-66 LⅥ層 壷 体 部 外面 :地文 (撚 り糸 R) 内面 :ナ デ (159と 接含 ) 23-14 8-160

88-67 LⅥ層 壼 体 部 外面 :沈線 (2本 同時施文具 )十 地文 (撚 り糸 R) 内面 :ナ デ B-159

89-1 LⅥ層 一更 底  部 81 外面 :地文 (縄皮 LR)、 ナデ 内面 :ナデ 柳圧痕 B-111

89-2 LⅥ層 壷 ? 底  部 外面 :地文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ 木葉痕 B-197

89-3 S15。 3層 一亜 底  部 75 外面 :地文 (縄文 LR) 内面 :ミ ガキ 網代痕 B-34

89-4 L vI層 壷 ? 底  部 62 外面 :地文 (縄文 LR) 内面 :ナ デ 織布痕 B-135

89-5 bl1 3 壷 ? 底 部 外面 :ナ デ→ ミガキ 内面 :ミ ガキ (蓋の可能性あ り) B-338

89-6 SR l・ 3層 壷 ? 底  部 外面 :ハ クラク 内面 :ハ クラク B-279

89-7 LⅥ層 壼 ? 底 部 外面 :ミ ガキ 内面 :剣落 木葉痕 B-184

89-8 浸透井戸 7 重 ? 底  部 外面 :地文 (縄皮 LR)、 ナデ 内面 :ナデ 織布痕 B-435

89-9 SK17 壷 ? 底 部 外面 :ミ ガキ 内面 :ナ デ 織布痕 B‐ 294

89-10 LⅥ層 甕 底 部 外面 :地文 (縄皮 LR)、 ナデ 内面 :ナ デ→ ミガキ B-544

第 4表 弥生土器観察表
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第 4章 遺物 と遺構の検討

今回の調査では、古墳時代の河川跡、竪穴住居跡、中世の濤跡、掘立柱建物跡などが検出されている。遺物は、

古墳時代の上師器や石製模造品を中心 として弥生時代から近世までのものが出上 している。その中で、ある程度種

別や器形がわかるものを登録 し (第10表 )、 実測図を作成している。SI-5・ 6住居跡、SR-1河川跡からの出土量が

特に多い。以下では遺物 と遺構について若干の検討を加えてみたい。

1.遺物 につ いて

遺物は、弥生土器から近世の陶磁器まで時間的幅も種別 も多岐にわたっている。ここでは特に全体での出土量の

大半を占める、弥生土器、土師器、石製模造品について検討を加えることとする。

(1)弥生土器

弥生土器は77点実測した。これらは前述したように器形が特定しにくいものが多 く、器形毎の分類は困難である。

このような状況から、想定できる器形から文様施文手法を見ることとし、その所属する時期を考えることとする。

比較的狭 く浅い沈線により区画し、そのなかに縄文を充填するもの、あるいはすり消すものが見られる。このよ

うな特徴を示す文様が見 られるのは弥生時代中期中葉の桝形囲式期頃の土器に見 られるものである。また、同時施

文具による2条から3条の平行沈線を引 くものが見られ、これは、弥生時代中期後葉の十三塚式期の上器に見られ

る特徴である。これらの文様が見られる器形は、高郷、重、甕である。さらに連続する刺突によって地文帯 と無文

帯を区画する文様が甕に見られる。これらは桝形囲式期から十三塚式期にかけて見られる特徴である。

このように見ると今回出上した弥生土器は、おおむね桝形囲式期から十二塚式期の上器の持つ特徴を示し、量的

には桝形囲式の特徴を示す土器が主体を占めている。

(2)古墳時代の土器

古墳時代の土器は、今回の調査で最も多 く出土している。竪穴住居跡、濤跡、河川跡など全ての遺構及び表土か

ら出上している。特に出土量が多いのは S15、 SI-6住居跡、SR-1河川跡である。このうち、SI-5、 SI-6住居

跡では、ほとんどが床面からの一括資料であり、これらの住居の廃絶時の状況を強 く残しているものと考えられる。

また、SR-1河川跡では、4層上面から多数出土している。これ

ら多 くの上器のうちある程度復元可台とな個体や、赤彩痕の認め

られる個体や石製模造品を中心に279点を実測した。これらの、

土器の所属する時期であるが、大部分の上器は、土器の特徴か

ら考えて、古墳時代中期に所属する土器群である。しかし、SR
-2河川跡から出土した土器は、中期の土器とは違う特徴を示し

ている。土器の特徴 と層序関係から古墳時代前期の土器 と考え

られる。これらのことから、以下では各土器群毎に若干の検討

を加えてみたい。

E古墳時代前期の上器]

この時期に所属する土器は、SR-2河川跡出上の土器群であ

る。出土した点数は34点 で、不、高不、壼、甕、鉢、台付甕、

器台、 ミニチュア土器がある。各器種毎の割合は右図のとおり

SR-2河川跡器種別出土率



で、高不の占める割合が大きい。

不は 1点実測した。丸底の底部に、やや内弯気味に立ち上がる体部を持つものである。日径6.8cm、 器高 2 cmと 小

振 りである。器面調整は、外面にハケメ、内面はナデがみられる。

高不は、 3点実測した。全体の器形がわかるものは 2点あり、不部に稜を持たずに底部から口縁にかけて直線的

に立ち上がる。脚部は棒状で中実であり、不部 との接合形状は不部底の凸部 と脚上部の凹部を組み合わせている。

調整調整は外面全面にハケメがみられる。

壷は3点実測した。口縁部資料が 1点、体部資料が 2点で、全体の形状がわかるものはない。器面調整は、頚部

から口縁部にかけて外面にハケメ、体部外面には、ハケメ、下部にケズリ、内面にはナデがみられる。底部がわか

るものは、平底 と凹底である。体部は球形で、体中央に最大径を持っている。

鉢は 4点実測した。内弯する体部に、外反する口縁を持ち、日縁 。体部共に外面にはヘラミガキがみられる。底

部は平底・凹底である。

台付甕は 2点実測した。 S字状口縁を持つもので、台部を欠 くものが 1点、台部のみのものが 1点である。第78

図20は、台部を欠 くものである。器面調整は、全面にハケメがみられ、肩部へのヨコハケは認められない。内面に

はナデがみられる。口縁下部がやや月巴厚するものの全体の器壁は薄い。最大径は体中央より上位にあり、長胴の倒

卵形である。甕部と台部の接合方法として両者を別々に作 り接合するわけであるが、最後に円盤状の甕底部を台部

の内面から押し込んでいる。県内では、S字状口縁の台付甕で全体の器形がわかる出土例はない。形態及び器面調整、

器壁厚などを見ると赤塚次郎氏の分類による「S字状口縁台付甕 D類」(赤塚 :1990)に 類似している。しかし、群

馬県・山梨県・静岡県などにも地域型の S字状回縁台付甕が確認されており (第 4回東海考古フォーラム :1996)、

その系譜については今後の検討課題である。
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器台は 2点実測 したが、全体の形状がわかるものはない。脚は「ハ」字状に広が り、円窓が 2箇所つ くもの と思

われる。

以上の上器群の特徴から本群 は丹羽茂氏による塩釜式の第 III段階 (丹羽 :1985)、 あるいは辻秀人氏による塩釜式

第Ш-3～ 4段階 (辻 :1995)頃のものと考えられる。

[古墳時代 中期の上器 ]

この時期に所属する土器は、SI-1・ SI-4・ SI-5。 S16住居跡、SR-1河川跡、SX-1な どから出土した土器群

で、今回の調査で主体を占めるものである。なお、今回の検討にはカロえなかったが基本層や、中世の遺構の堆積土

中からも多 く出上している。器種は、不、高郷、重、甕、観、器台、台付鉢、蓋などである。以下では、本群を代

表するSI-5・ 6住居跡、SR-1河川跡出上の遺物について各々、検討を加えてみたい。

1)S卜 5住居跡 出土土器

第92図 は、SI-5住居跡の床面及び貯蔵穴より出土した土器

で、土師器 (不、高イ、小形壷、重、甕、観)、 須恵器壼である。

各器形の割合は右図のとおりで、郷の占める割合が多いことが

わかる。それぞれの特徴についてみてみる。

不は10点実測した。全体的な器形は、半球状の体部に内外面

に稜を持ち、外反もしくは外傾する口縁を持つものが 5点 と主

体を占めている。他には口縁が直立かやや内傾するものが 3点、

体部から大きな変化がなくそのまま立ち上がるものが 1点、内

弯気味の体部に口縁端部内面に稜を持つものが 1点である。最

大径は口縁部に位置するものが多い。底部は丸底になるものや

丸底風のものが主体 となり、明らかに平底になるものは 2点 と

少ない。また、底部に木棄痕を残すものがある。器面調整は外

面にはナデが主にみられ、内面にはナデ、ヘラミガキがみられる。

その他
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SI-5器種別出土率
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て放射状に行うものが特徴的にみられる。

高不は4点実測した。全体の器形がわかるものは 1点のみで、他は不部のみの資料である。不部は、底部 と体部

の境に稜を持ち口縁まで直線的に立ち上がり、端部は丸 くおさまるものである。脚部は、円筒状で大きく開いて裾

部へと続いている。器面調整は内外面ともに、ナデ、ヘラケズリであり、邪 と同様に 2本 を 1単位 とする放射状の

ヘラミガキが内面の調整にみられる。不部のみの資料は、脚上部から下を欠損している。欠損部を観察すると、こ

すって平らにし安定性を持たせた形跡が伺え、邦 として転用した可能性が考えられる。

小形重は 1点実測した。全体の器形は、算盤玉型の体部に「 く」字状に広がる回縁を持つものである。体部高 と

口縁高の割合は7:3以下で体部高が大きい。また、最大径は体部中央にある。器面調整は、外面は体下半にヘラ

ケズリ、上部はナデ、ヘラミガキがみられる。内面はナデである。口縁部は、内外面 ともにヨヨナデ、ヘラミガキ

がみられる。

壼は 1点実測した。全体の器形は、やや歪んでいるが体部中央に最大径を持つ球形の体部に、「く」字状に外反す

る口縁をもっている。口縁端部は、さらに外反し丸 くおさまる。器面調整は、外面は底部にヘラケズリがみられる

が、他はハケメである。日縁はヨヨナデで、内面はヘラナデである。体部の下部約1/3の ところのに接合の痕跡が認

められる。上下を別々に作 り、山形の刻み目を入れて接合していたことが観察され、さらに下の部分では上位のも

のと比較して砂粒が胎土に多 く含まれる。



甕は 3点実測した。全体の器形は、球形の体部に「 く」字状に外反する口縁を持つものである。最大径は、体部

中央にあるが、 1つ はやや長胴である。器面調整は、外面はヘラナデ、ナデ、底部付近にヘラケズリがみられ、内

面は、ヘラナデである。口縁は、内外面ともにヨヨナデである。

甑は 2点実測した。第14図 1は、鉢状のもので、底部が単孔である。第14図 2は、甕状のもので、底部は無底で

最大径は口縁部にある。器面調整は、外面はナデ、ヘラナデ、内面はヘラナデ、ハケメである。

須恵器は、貯蔵穴より出上した脚付有蓋壷である。器高は約50cmで、全体的な器形はやや歪みが見られる。口縁

から体部にかけて自然釉がかかつている。口縁部には 1条のつまみ出し隆帯がある。体部内面の当て具痕は認めら

れない。脚部は、 2条のつまみ出し隆帯により3段に区画されており、区画内には 2段に波状文が施される。上部

2段には4個の方形のなが認められる。また、器壁は厚 く、焼成は甘 く、胎上には石英粒の混入が見られる。

S15出上の土師器 と類似する資料は、仙台市岩切鴻ノ巣遺跡第 1号住居跡 (白鳥、加藤 :1974)、 大河原町台ノ

山遺跡第 5号住居跡 (阿部、千葉 :1980)な どの上器があげられる。

また、脚付有蓋壷と類似する須恵器 としては、器形が異なるが裏町古墳出上の台付壷がある。この資料は、TK208

型式併行段階の年代が与えられているものである (岩渕 :1974)。

¨
=鬱〃 Ⅷ 鬱

0    5   10Cln

第92図 SI-5住居跡出土土器

2)S卜 6住居跡出土土器

第93図 は、SI-6住居跡の床面、及び貯蔵穴から出土した上器で、土師器 (邦、高不、小形壷、壺、甕)である。

各器形の割合のなかで不の占める割合が半数を越え、高不が少なくなっていることがわかる。それぞれの特徴につ

いてみてみる。

不は 9点実測 した。全体的な器形や、器面調整などSI-5出 上のイ と共通 している点が多い。しかし、体部 と口縁

部 との境に段を持ち口縁部が直立するものがあること、底部が平底になるものが多 くなること等の点に違いが認め



られる。また、最大径の位置は、日縁部に位置するものがさらに多 くなる傾向にある。

高不は2点実測した。全体の器形がわかるものは 1点だけである。これは邦底部 と体部の境に稜を持ち、口縁部

まで直線的に立ち上がっており、日縁端部は平縁である。脚部

は太い円筒状で、裾部 との境は明瞭である。裾部は外反してい

る。器面調整は、外面はヘラナデ、ナデが主体で、所々にヘラ

ミガキがみられる。不部 と脚部の境付近には、ヘラケズリがみ

られる。内面は、ナデである。また、脚部下端から裾部のみの

ものでは、裾に段を持つもので、放射状のヘラミガキを全面に

施すものである。さらに、裾部の内面縁辺に粘土粒の貼 り付け

が認められる。一部欠損があり3個 しか確認ができていないが、

対角線上に 4個付 く可能性が考えられる。このような貼 り付け

を施す高邪は、SR-1河ナII跡などからも出上しているが県内に

は類例がなく、どのような目的で貝占り付けがなされたのか今後

の資料の増加を待ちたい。

小形壷は 1点実測した。これも、SI-5と 同様に、体部高と口

SI-6器種別出土率

縁高の割合は7:3と体部高が大きいもので、口縁端部がやや内弯するほかに器面調整等で大きな違いがない。
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重は 1点実測した。底部を欠いているが、全体の器形は最大径を体中央に持つ球形の体部に「く」字状に外反す

る口縁をもつものである。器面調整は外面がナデ、内面はナデ、ヘラナデである。回縁はヨコナデである。

甕は2点実測した。全体の器形はどちらもやや歪んでいるが最大径を体中央に持つ球形の体部に「 く」字状に外

反する口縁を持つものである。第18図14で あるが、底部径が大きくこの時期の甕 とされるものと同様に考えて良い

ものか疑間が残る。形態的には、「鍋」と称されているものに似ており、今後の資料の増加を待ちたい。

S16出上の上師器 と類似する資料は、SI-5と 同様に岩切鴻ノ巣遺跡第 1号住居跡、台ノ山遺跡第 5号住居跡の

他に、丸底で体部 と口縁部の境に段を持ち、日縁部が直立する郷 と共通する資料 として富沢埴輪窯跡祭祀遺物があ

げられる (渡邊 :1974)。

3)SR-1河 川跡 出土土器

SR-1河川跡から出上した土器は多いので、器種毎に代表的

なものを第94図 に示した。土師器 (邪、高不、小型壼、壷、甕、

甑)、 須恵器壷である。

不は36点実測した。全体の器形は、半球状の体部に外反もし

くは外傾する回縁部を持つもの、半球状の体部に直立する口縁

部を持つもの、口縁部が内弯するもの、底部から大きな変化が

なく口縁部へと立ち上がるものである。主体を占めるのは、半

球状の体部に外反もしくは外傾する回縁を持つものである。底

部は丸底になるものは10点で、平底になるものが主体である。

また、国径と器高の関係をみると右図で示すように■～13cmと

14～16cmの 2つ に集中することがみて取れる。器面調整は、外

面はナデ、ヘラナデが主体である。内面はナデ、ヘラミガキが

主体である。また、内面のヘラミガキであるが、放射状に行う

その他
9%

SR-1器種別出土率

ものは基本的には 2本 1単位 とするものである

が、なかには放射状に磨いた後に、そのうえにラ

ンダムに磨きを行うものや、 2本 1単位の磨きを

ずらしながら重ねていくものなどのバ リエーショ

ンわゞ認められる。また、なかにはまったく規則性

の認められないものもある。さらに、体部に赤色

塗彩されるものが数点認められるが、施される場

所は外面のみ 。内外面全面・外面全面と内面の回

縁部のみのものなど多様である。さらに、外面に

火を受けて赤変し、口縁内部に炭化物が付着して

いるものが 3点出土している。このことは不の使用方法に関わる痕跡 と考えられることができ、今後の検討が必要

と考えられる。

高不は46点実測した。全体の器形がわかるものは 6点で、多 くは不部 と脚部が分かれており、それぞれについて

考えることとする (脚部 として実測の対象としたものは、裾部までの形状がある程度わかるものでる。脚部のみの

資料は、形状の傾向を掴むために分類だけしている)。 不部では、邪底部 と体部の境があまり明瞭でなく口縁部まで

立ち上がるものと、不底部 と体部の境が明瞭で稜や段がつき口縁部まで立ち上がるものがある。境があまり明瞭で
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ないものがやや多 く見 られる。器面調整は、外面にナデ、ヘラミガキを施すものが主体を占めるが、一部ヘラナデ

が認められるものがある。内面はナデ、ヘラミガキである。SI-5・ 6出上の高不不部内面に見られたような 2本 1

単位 とするヘラミガキは認められない。脚部は円錐状に裾部まで広がり裾端部が外反するもの、円錐状に広が り裾

部が脚部 とは明瞭な屈曲を持ち外反するもの、円筒状の脚部から明瞭な屈曲を持って裾部が外反するもの、円筒状

だが脚中央が膨 らむもの、中実棒状のものがある。このうち主体を占めるのは、円錐状に広がるものである。また、

円錐状に広がる脚のなかに円窓が開くものが見られる。器面調整は、外面は縦方向のナデ、ヘラミガキが主体であ

る。一部に、不部、裾部 との接続部にハケメが施されるものがある。内面は、しばり目や積み痕が残 るもの、それ

らをなで消しているものとがあり、消しているものが多い傾向にある。ナデの他にヘラケズリが用いられるものも

ある。また、内面全てをなで消すものと、上部には及ばないものとがある。さらに、SI-6で確認された裾部内面縁

辺の粘土粒の貼 り付けは、 5個体確認された。個数や貼 り付けの場所はそれぞれだが、このような調整の見られる

器形は脚部が円錐状に広がり裾部が明瞭な屈曲を持って広がるものに限られるようである。

小型壼は30点実測した。全体の器形がわかるものは12点で、器高が10cm以下のものと、16cm以下の 2種がある。

体部高と口縁高の割合が 6:4～ 5:5になるものが主体を占めている。また、最大径 も体部 と口縁がほぼ同じも

のが主体である。体部の器形は、算盤型の器形を呈するものが主体を占める。底部は、平底になるものが主体で、

丸底になるものは 1点だけである。器高10cm以下のものでは全て平底である。器面調整は、外面にハケメを施すも

のが見られるほかはS15・ 6出上のものと大きな違いはない。

壺は13点実測した。全体の器形がわかるものは 1点で、球形の体部に「 く」字状に外反する口縁部を持つもので、

日縁端部を折 り返すものである。最大径は体部中央にある。器面調整は外面はナデ、ハケメ、下部にヘラケズリが

施される。内面はヘラナデで、口縁にハケメが施される。他は口縁部のみか、回縁部から体部にかけての資料であ

る。このうち、口縁端部を平縁にするものが認められる。

甕は13点実測した。全体の器形がわかるのは 5点で、球形かやや長胴の体部に「 く」字状に外反 もしくは外傾す
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る口縁部を持つものである。最大径は体部中央にある。器面調整は、外面はハケメ、ヘラナデが主で、底部付近に

ヘラケズリが施される。内面はヘラナデ、ハケメである。 1点だけ内外面 ともにヘラケズリを主体 とする資料があ

る。

甑は 1点実測した。無底式の甕状の器形を呈するものである。日縁部は「 く」字状に短 く外反している。最大径

は回縁端部にある。

台付鉢は5点実測した。全体の器形がわかるものは 1点で、半球状の体部に「 く」字状に短 く外反する日縁を持

ち、「ハ」字状に開く脚部を持つものである。器面調整は、剣落が多いのではっきりしないが、内外面ともナデを主

体 としている。鉢部 と脚部の接合部には、ヘラケズリが認められる。また、脚部内面の上部には接合の痕跡をナデ

消した様子が伺える。他に、平底の底部予こやや内弯する体部を持つものもある。

鉢は 1点実測した。半球状の体部に「 く」字状に外反する口縁を持つものである。底部は、平底である。器面調

整は、外面はナデ、ヘラナデ、ヘラミガキで、下部にヘラケズリが見られる。

蓋はつまみ部分の資料を2点実測した。全体の器形はわかりえない。

須恵器は、直口壼の回縁部が出上した。焼成は堅 く緻密で、色調は青灰色である。日縁端部は平縁で、外面に見

られる隆帯は貼 り付けである。隆帯の下に 2段の波状文が認められる。全体の器形が判然 としない点 もあるが、

TK216～208型式段階のものに類似するものが認められる (中村 :1978)。

SR-1出上の上器 と類似する資料は、南小泉遺跡第12次調査第 1号住居跡 (佐藤 :1981)、 山王遺跡 SX230(吾妻 :

1994)・ 058(高倉 :1981)出 上のものがあげられる。

4)編年的位置

本土器群の類例にあげた遺跡の上器群については、これまでの研究成果 (丹羽 :1983)、 (白鳥、古川 :1980)、 (吾

妻 :1994)を 整理すると、次のように位置づけられる。

1段階

2段階

3段階

4段階

南小泉遺跡第12次調査第 1号住居跡、山王遺跡 S X230

山工遺跡 SX058

岩切鴻ノ巣遺跡第 1号住居跡

台ノ山遺跡第 5号住居跡、富沢埴輪窯跡

本群の上器を各段階に対応させると、SR-1出土土器が 1～ 3段階にわたるものと思われる。しかし、前述したよ

うに相対的には古い様相 を持っていることを指摘しておきたい。SI-5・ 6出上の土器は、 3～ 4段階に位置すると

思われる。また、今回の検討に加えなかった SI-1・ 2・ 4住居跡出上の上師器 も、 3～ 4段階のものであろう。

(3)石製模造 品

今回出土した石製模造品は、未製品や破片、あるいは欠損しているが全体の形状がわかるものなどを含めて合計

816点 である。その内訳は、剣形石製模造品75点、円板形石製模造品 (所謂有孔円板。また、この中には平面形方形

の有孔方板を含んでいる)63点、臼玉475点、勾玉形石製模造品 9点、未製品や破片194点である。

出上しているのは竪穴住居跡、溝跡、小濤状遺構群、河川跡や基本層Ⅵ層からである (第95図 )。 SI-5では床面

から臼玉が24個繋がった状態で出土し、また、勾玉も床面から出上した。さらに底面近 くの堆積土中からも多 くの

自玉が出土している。SX-3で は堆積土中から、SR-1では、土器のまわりに散らばる形で多 くの石製模造品が出土

した。しかし、土器のなかに埋納されるなどといった特徴的な出土状況を示す遺構はない。種別によっても出土傾

向に若干の違いが見られる(第95図 2～ 4)。 以下では種別毎にそれぞれいくつかの観点に基づいて分類した。また、

石製模造品の石材については、南小泉遺跡第25次調査で得た鑑定結果を基に分類 した。



石製模造品出土総数 剣形石製模造品出土数 臼王出土数

1)剣形石製模造品 (以下剣形 )

剣形は全部で75点実測した。これらを各観察項目により分類した。

①.全体の平面形を基に2類に分類し、

A類は、更に頭部の形状により細分し

た。

A:頭部付近に角があるもの。

A-1:多 角形のもの (更に山

形のものはA-1′ とした)。

A-2:頭 頂部が平のもの。

A-3:三 角形のもの。

B:柳葉状のもの。

2

第95図 石製模造品出土数

A-1類 類

ｇ

Ａ・２ A-3類

B類

平面形を全体の形状を観察し、特に頭部の形状を基に 4類に分類した。そこでさらに、各部位の計測値について

考えてみることとする。

項 目 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重 さ (g) 孔径 (lmll)

最大値 3.65 28。 15

最小値

平均値 3.96 4.77

各類毎の長さと幅の関係をグラフにしたのが右
 (cm)

図である。A-3類 は、他の形状のものと比較   4
して長さの長いものが多 く見受けられる。    3.5

3

②。鏑の有無について 3類に分類した。    25
a:片面にのみ飼が認められるもの。    2

幅
b:両面 に認 め られ るもの。       l・ 5

C:鏑の認 め られない もの。        1
05

鏑について、3類に分類 した。そのうち a、 b類  0
はともに鏑の認められるものであるが、特にb類

は両面に飼が認められるものである。 どの平面形

8(cm)

状を見ても鏑が認められるが、A-1類で61%、 A-2類で50%と 高い出現率を示している。鏑の形状は「Y」 字形

になるものが多い (第83図 10他 )。 また、縁辺付近に鏑が認められるものもある (第47図 14)。 更に、この両者を混

4

長  さ

0 色



ぜ合わせた形状 (第72図20)の ものがB類にのみ 2点だけ認められる。

次に厚さとの関係を見てみると、鏑の認められるものと、認められないものとでは、銅が認められるものほど厚

さが厚い傾向にある。

③.孔の数について 2類に分類した。

1:1つ だけ認められるもの

2:2つ以上認められるもの (未通孔も含む)。

穿子とについては、 2類に分類できた。孔が 1つのものが圧倒的に多 く、孔が 2つ以上のもの (未通子とも含む)は

5点である。孔が 1つのものはどの形状においても観察できるもので、孔が 2つ以上のものは、Bの ものにとヒ較的

多 く認められる。また、孔が 3つ認められるものが 1点だけ確認できるが、これは未通孔が 2つ あり表面から見る

と孔は 1つ に見える特殊なものである。穿孔される孔の径については1.511ullと 2 11ullの ところに集中する。次に、長軸

長 と孔の径 との関係を見てみると、長軸長が 4 clnを 越えるもので、孔の径が大きくなる傾向が窺える。

④.穿孔方法について 2類に分類し、 I類は更に穿孔の最終形状により細分した。

I:表から裏に向けて穿孔しているもの (こ の場合、穿孔を始める側を表=初孔、終る側を裏=終孔とした)。

I-1:最 後まで貫通しているもの。

I-2:最 後は押圧により貫通し、剣離痕が見 られるもの。

Ⅱ :両側から貫通しているもの。

穿孔方法については、 5類に分類できた。 I-2類は終孔側に押圧による剣離痕が残るもので、飼が認められる

ものは、鏑が認められないほうに剣離痕があり、表裏の明確な規定があつたものと考えられる。

⑤.側面の研磨の方向により3類に分類した (こ の場合、孔が縦になるように置いた形で観察した)。

ア :横方向の研磨が多 く見られるもの。

イ :斜め方向の研磨が多 く見られるもの。

ウ :縦方向の研磨が多 く見られるもの。

側面の研磨については3類に分類できた。それぞれの占める割合はア :28%、 イ :64%、 ウ :8%である。この

うち、ウと分類 した縦方向に研磨が見られるものは全て鏑が認められ丁寧な造 りのものに限られる。

この他に分類はしなかったが、平面の研磨の状態は鏑の認められるものは研磨が丁寧であり、飼の認められない

ものには研磨の雑なものが多い。また、形割時の剣離痕が研磨されないで残るものや、中には研磨のまったく行わ

れないものもある。

このように観察した結果、各属性を総合して考えると、頭部形状が多角形のA-1類、銅が片面にのみ認められ

るa類、また、穿孔される孔の数は 1つで、穿孔方法は最後は押圧によって開けられ小剣離痕が裏面に残るI-2

類が最も多 く見られた。さらに側面の研磨を見ると、斜め方向のイ類が多用されていることがわかる。しかし、長

さや幅に関しては統一された規格は認められなかった。また、石材に関しては滑石 :60点、安山岩質凝灰岩 :14点、

緑泥片岩 :5点、粘板岩 :1点である。剣形については滑石を多用する傾向が窺える。しかし、形状による選択は

あまり認められない。

2)円板 形石製模造 品 (以下円板形 )

円板形は全部で63点実測した。円板形については、模倣する

形態が違うとされている、孔が 1つのもの [単孔]と 2つ のも

の [複孔]は区別して検討を加えることとする。分類基準は単

孔・複孔ともに同様に行った。

①
靴



①.平面の形状により3類に分類し、A、 Bは更に側辺の状態で細分した。

A:平面形がほぼ円形を呈するもの。

A-1:41J辺にあまり角がつかず、正円形に近いもの。                   .
A-2:側 片に角がつき、やや楕円形となるもの。

B:平面形が方形を塁するもの。

B-1:側 辺全体が研磨されているもの。

B-2:側 辺の一部に未研磨の部分があるもの。

C:そ の他 (A、 B類のどちらかに加工された後に、何らかの理由で切断されたもの)。

②。孔の数について3類に分類した。

a:中央に1つだけあるもの。

b:2つ 以上あるもの。

Ci3つ 以上あるもの。

③.穿孔方法、方向について 3類に分類し、 I類は穿孔の最終形状により更に細分した。

I:表から裏に向けて穿孔しているもの。

I―① :最後まで貫通しているもの。

I―② :最後は押圧によって貫通しているもの。

Ⅱ:両側から貫通しているもの。

Ⅲ :基本的にはI―②類と同様で最後は押圧により貫通するものであるが、表裏 1つずつを別々の方向に穿

孔を行っているものである。

[単孔]

単孔のものは全部で32点 である。

①平面の形状については5類に分類できた。各部位の計測値は以下のとおりである。

項 目 長軸長 (cm) 短軸長 (cm) 厚さ (llull) 重 さ (g) 孔径 (Ilull) 短軸/長軸

最大値 0.55 17.05 2.5 0.98

最小値 1.7 1.05 0.2 0.55 0.49

平均値 2.56 2.01 0.35 3.37 1.84 0.8

長軸長 と短軸長 との関係 は右図のとお りであ  猟
)

る。平均値はA類で短軸/長軸0.92、 B類で短軸   4
/長軸0.85と なる。その中でもB類では大きさに  3.5

ばらつきが大きく、形状の統一を意識していたと 短 3

0

名 0マ

ざ
や     9

◇A類
OB類

は言い難いものがある。

②穿孔された孔の径は1.511ull、 211111の ところに集   2
智2.5

中し、 2 11ullの 方が多い傾向にある。
15

1

③穿孔方法については I、 H類が観察された。  05
1-②類が23点 と最も多く、 I―①頌 :5点、■   o
類 :3点である。

[複孔]

0     1     2     3     4     5(cln)
長 軸 長

複子とのものは全部で31点で、そのうち孔が 3つ あるものが 1点ある。他は全て孔は 2つ である。



①平面形について5類に分類できた。各部位の計測値は以下のとおりである。

項  目 長軸長 (cm) 短軸長 (cm) 厚さ (llull) 重 さ (g) 孔径 1(llull) 孔径 2(llllll) 孔間隔 (llllll) 短軸/長軸

最大値 22.5

最小値 0.2

平均値 2.57 3.71

長軸長 と短軸長 との関係は右図のとお りであ

る。平均値はA類で、短軸/長軸 :0.97に なり単

子との場合よりも正円に近いことが確認できる。B

類は、短軸/長軸 :0.87と なる。

②穿孔された孔についてはb類がほとんどで、

c類の 3つ以上になるものは 1点だけであった。

開けられた孔の間隔を見ると、A・ B類での違いは

あまり認められない。

穿孔される左右の孔の径については、 1点だけ

の形状により、右図のように9類に分類

した。更に、C、 E類では厚さにより細分

した。

A:中央部で膨らみ、稜を持つも

の (算盤玉形)。

◇
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０
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05

0

◇A類
OB類

短

軸

長

0      1      2      3      4(cm)

左右の大きさに違いがあるものの、他は全て左右 とも同じ値であり、     長軸長

安孔に際して左右で工具を換えることはないものと言えよう。孔の径は、1.511ullと 2 11ullの ところに集中が見られる。

③穿孔方法については I、 Ⅲ類が観察できた。 I―②類が16点 と多く、次いで I―①類 9点、Ⅲ類 4点である。

このように観察した結果、以下のようなことが言えよう。まず [単孔]であるが、平面形ではいずれも同数で、

穿孔方法ではI―②類が選択的に用いられていることが窺える。石材に関しては、滑石 :12点、安山岩質凝灰岩 :

15点、緑泥片岩 :5、 粘板岩 :1と なる。次いで[複孔]であるが、平面形が方形のB類がやや多く(B-1類 とB―

2類はほぼ同数)見 られる。穿孔方法は、[単孔]と 同様にI―②類が多く用いられている。また、穿孔方法で 3類

としたものは、互いの孔をそれぞれ反対方向から開けるものであり、表裏という概念が欠落した結果によるものと

考えられよう。このような穿孔方法を取る類例は、県内では新峯崎遺跡での出土品に若干存在しているだけで、他

には見当らない。このことが持つ意味については、今後の類例の増加を待って検討を加えていくべき問題であろう。

石材に関しては、滑石 :13点、安山岩質凝灰岩 :11点、緑泥片岩 :6点である。[単孔]も [複孔]も 、石材の選択

では滑石・安山岩質凝灰岩を使う傾向にあり、形状の差による偏りはあまり見られない。平面の研磨は、[単孔]、

[複孔]共比較的丁寧であり、形割時の剣離痕を残すものはない。また、穿孔の際に使用する工具は [単孔]では

径 2111111の ものが選択的に使用されるが、[複孔]では2種類の径 (1.5111111、 2 11ull)が使用される傾向にある。

3)臼玉形石製模造品 (以下臼玉 )

臼玉は全部で475点 出土した。実測は特に行わなかったが、以下の各観察項目により分類した。第 5表以下に各計

測値を示した。

①。穿孔方向を縦においたときの断面 〈三〉 □
ｃ
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中央部で膨らむが、稜はなく太鼓胴のもの。

直線的で円筒状のもので、厚さにより2種に細分される。

C-1:厚 さと最大径の比が0.5以上のもの。

C-2:厚 さと最大径の比が0.5以下のもの。

台形のもので、側辺が「ハ」字状に広がるもの。

上下辺と1側辺のなす角度が直角を呈し、対になる側辺は斜行するもの、厚さにより2種に細別される。

E-1:厚 さと最大径の比が0.5以上のもの。

E-2:厚 さと最大径の比が0.5以下のもの。

平行する側辺に斜行する上下辺を持ち、辺がなす角度は直角にならないもの。

斜行する側辺が平行する所謂「平行四辺形」を呈するもの。

下辺に接する側辺がなす角度が直角で、斜行する上辺を持つもの

形状的には、C類に近いが、中心が窪むもの。

断面形状については11類 に分類できた。各項目についての計測値は以下のとおりである。

項 目 最大径 (llull) 厚さ (llull) 重 さ (g) 孔径 (llull)

最大値 6.8

最小値 0.95 0.05

平均値 2.46 0.13 1.72

最大径 と厚さとの関係をグラフにしたのが下図である。全体的に見ると、最大径 4 11ull～ 5 1nlll、 厚さ1.511111～ 3 1ntllの

ところに集中する傾向が窺える。これを形状毎に見れば、B類 。C-2類・E-2類 にこの傾向が特に現れている。

C-2類の厚さは 1～ 2 11ullと B類よりも小さな値にピークを持っている。また、E-2類 は最大径も厚さもまとまっ

ておりばらつきが少ない。次に重さとの関係であるが、(精密ばかりの最小単位が0.05gで あったので正確なものと

B

C

D

E

F

G

H

I

は言えないので大まかな傾向であることを

断っておく)重さは0.05g～ 0.15gの 間に約  5

60%集中している。また、最大径が大きく  45

なるにしたがって重さも重 くなる傾向が全  4
35

体的に読み取れる。
3

しξli」尋F翫経埓尾盈F丁と;1豊を「と:子雪[∈ 2:

は研磨の方向で細分した。 15

a:縦方向に研磨が見られるもの。  1

b:斜め方向の研磨が見 られるも 05
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0b-1:全 て斜 め方 向の もの。 012345678

(同一方向)。

b-2:稜 を境に方向が変わるもの (矢羽根状)。

b-3:明 確な稜は持たないが、研ぎ分けが見られるもの。

C:横方向の研磨が見られるもの。

最大径

側面の研磨は 3種の観察項目により分類を行った。断面形に稜を持つ算盤玉形のA類は、稜を境に方向が変わる

b-2類が選択的に用いられている。その他の断面形で最も多 く行われた側面研磨は、b-3類で235点確認できた。



次いで多いのは、b-1類で220点である。

③.平面の研磨により2類に分類した。

1:上下両面に研磨が見られるもの。

2:片面にのみ研磨が見られるもの。

平面の研磨は、 2種に分類できた。 1類が88%になり、一つ一つが丁寧に作られたものであることが分かる。ま

た、研磨の行われないものは今回観察できなかった。

④.穿孔方法によって 2類に分類している。

I:片側から穿孔し、最後まで貫通させているもの。

H:片側から安孔しているが、最後は押圧により貫通しているもの。

穿孔方法では、 2種に分類できた。 I類が476点 と全体の99%を占めている。しかし、臼玉の製作工程で「荒割→

形割→荒研磨→穿孔→仕上げ研磨」が一般的であるとしたなら、H類で開けられたものが、最終工程の「仕上げ研

磨」によって観察できなくなっているものがあった可能性も大きいと言え、製品だけが残る消費地では、観察しに

くい観点であろう(今回の調査では臼玉の未製品は、1点しか出上していない)。 また、今回は観察できなかったが、

両側から穿孔する方法も考えられる。

孔の径では、1.511ull、 1.7511ull、 2 11ullに 集中することがわかり、主体 となるのは1.511ullと 2 1ullで ある。しかし、最大

径との関係を見ると、大きいから孔の径が大きくなるといった傾向は認められない。

このように観察した結果、臼玉においては断面形状が太鼓胴の B類が■3点 と最も多 く、次いで、H類が95点、C

類72点、E類63点である。側面の研磨では全体が斜め方向に行われるb-1類220点、研磨の方向は斜めであるが上

下を分けて研磨するb-3類が235点と多 く行われていることがわかった。平面の研磨は、両面に認められるものが

88%で、研磨が行われないものは観察できなかった。

石材では滑石、安山岩質凝灰岩、緑泥片岩が観察できた。それぞれの点数は408・ 67・ 4点で、滑石が85%の選択

率である。しかし、S15では安山岩質凝灰岩が27%と 他の遺構とは違った石材の選択傾向を示している。

また、断面形、側面研磨、石材との関係を考えると「B→ b-3→滑石」であるものが100点 あり、全体からみる

と約21%を占める。他の組み合わせは、多 くても40点前後で10%に も満たないものである。よって、今回の調査で

出土した臼玉は断面形を膨らませ、側面を上下で研ぎ分ける丁寧な作 りで、滑石製のものが多いことがわかった。

4)勾 玉形石製模造 品 (以下勾玉 )

勾玉は全部で 9点実測している。しかし、平面形や研磨の状態など共通する項目が多 く、また、点数も少ないこ

とから分類は行わなかった。このうち、 1点 は穿孔が行われた後に平面の研磨が行われていない未製品と考えられ

る。大きさは、長軸長3.4cm～4.5cmに まとまりが見られ、重さは5g～12gと 開きがある。研磨はあまり丁寧なもの

は見られず、表裏ともに線条痕が残っている。また、形割時に生じたと思われる剣離痕 も研磨しきれないで残すの

もが多い。穿孔は、最後は押圧で開けられこの際に生じる小剣離痕が残る。穿孔される孔の径は1.511ullが 中心である。

石材は、滑石が選択的に用いられている。

5)破片

石製模造品の破片や未製品と思われるものは、194点出土している。破片が生じるのは、製作工程からいえば主に

「荒割」、「形割」時で、「穿孔」の際にも若干生じるものと考えられる。「荒割」、「形割」時に生じる破片には、穿

孔や研磨 といった工程前のものであるから、当然このような痕跡はないものであり、また、「穿孔」時に生じるもの

にはほぼ完成に近いものであるから、製品に近い状態を示していると考えられる。今回の破片を観察すると [研磨
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も穿孔も見られないもの]、 [穿孔はあるが研磨の見られないもの]、 [穿孔も研磨も見られるもの]等がある。この

ような状態の破片が多数存在するということは、この地において石製模造品が製作されたと考えてなんらさしつか

えないであろう。

では、出土状況を見るとE-5・ 6グ リット、E-8・ 9グ リットに多い。しかし、特別な出土状況を示 していた

わけではない。だが、前者では、製品を作る際に生じる破片が多 く、後者では穿孔や研磨の見られるものが多 くど

ちらかといえば製品が欠損したものと思われる。

2.遺構 につ いて

(1)古墳 時代

古墳時代に相当する遺構は、SR-1・ 2河川跡、SI-1、 2、 5、 6、 住居跡、SX-1・ 3であることが出土遺物

の検討から確認できた。各遺構毎の所属する時期は以下のとおりである。

古墳時代前期 :SR-2河川跡

古墳時代中期 :SI-1、 2、 4、 5、 6住居跡、SX-1・ 3、 SR-1河川跡

このうち、竪穴住居跡は出土遺物から古墳時代中期後葉であることがわかった。同時期の竪穴住居跡は、隣接す

る14次調査、16次調査、25次調査で検出している。このなかには竪穴遺構も含まれているが、合わせると7軒 (3

基)に なる。このうちカマドを持つものは、 4軒である。

SI-5住居跡から出上した石製模造品には臼玉が圧倒的に多い (第 1・ 10表 )。 出土層位は堆積± 3層中であるが、

これは主に床面検出作業中に採集した上の水洗選別により出上 したものである。従って出土状況から考えれば、住

居の廃絶時における祭祀が行われた可能性が強い。

SR-1は大量の土師器 と共に、須恵器、石製模造品が出上している。このような出土状況は新峯崎遺跡 (阿部他 :

1991)な どで見られるものと似ている。このようなことからも、水辺祭祀が行われた後に廃棄されたものと考えら

れよう。また、第14次調査で検出した SR-1で も認められ、器種構成などにも類似する点が多 く一連の遺構であっ

た可能性が強い(佐藤 :1990)。 この SR-1の時期であるが、若干の幅を持つことは否めないが出土遺物の検討から

ほぼ古墳時代中期前葉に所属することがわかる。

(2)平 安時代

平安時代に相当する遺構は、SI-3住居跡、SX-2′ l■格不明遺構、小濤状遺構群であることが出土遺物の検討から

確認できた。このうち、SI-3、 SX-2は遺物からみて平安時代前期頃のものであろう。

小濤状遺構群は平面形から見て 3時期の変遷がうかがえるが、時期を決定するような遺物は出上していない。し

かし、堆積土中に灰白色火山灰 (仙台平野において10世紀初頭に降下したものと確認されている)が小ブロック状

に含まれている。 これは、火山灰が降下した後に耕作が行われた結果であり、これら遺構群がこれより新 しいもの

と言える。よって、小濤状遺構群は灰白色火山灰降下中世以前の時期に所属するものであろう。1/」 濤ヽ状遺構群につ

いては仙台平野において、畠の耕作等に伴う痕跡 と理解されている。)

(3)中世屋敷跡 (第96図 )

26次調査で検出した中世屋敷跡に関係する調査は、 5次・ 16次・ 25次調査及び埋蔵文化財発掘調査研究所による

調査がある。まず、これら4調査で検出している濤跡 (SD-1、 SD-2・ 6、 SD-3、 SD 10)と 今回検出した SD
-1と を合成すると、一辺約55m(半町)規模で濤に区画されたやや歪んだ平行四辺形の屋敷地 0ヒ辺は50mと短い)

であることが確認できる (こ の半町規模の屋敷跡であることは第16次調査報告書の中でも指摘されている)。 また、

北辺が短 くなるのは、26次調査で検出した SD-1の東側が一段下がるという旧地形 (SR-1があったために一段低

くなっていたことが断面図よりわかる)に制約されて正方形の屋敷割 りができなかったものとみられ、制約を受け



ながらも自然地形を利用して土地割を行っていたことの一例 といえよう。この屋敷地の出入口と考えられる施設は、

濤跡の南辺 と東辺に認められ、南辺は第16次調査で確認した濤底面が上橋状に一段高 くなる箇所で、その規模・形

態から主要出入口と想定されている。東辺は今回 SD-1濤跡で検出した橋跡が考えられる。この橋跡を渡った屋敷

地内に、門跡を検出している。区画した濤跡の方向は、東辺にあたるところはほぼ真北で、北辺は西で北に10° 振

れている。

屋敷内を構成する遺構としては、第16次調査で検出した SB-2・ 3、 SK-2、 第26次調査で検出した SB-1・ 2・

3・ 4・ 5、 SA-1・ 2・ 3ら があげられよう。これらの中には東側辺での柱の方向が、約10° 東偏する一群 (第26

次調査で検出した建物跡)と 、真北を示す一群 (第16次調査で検出した建物跡)とが存在する。この両者に直接的

な切 り合いは認めれないが、屋敷の建て替えが合ったことがわかる。しかし、新旧関係については不明である。

これらの遺構を濤跡の北辺、南辺を基に考えると第26次調査で検出した SB-1がこの屋敷内のほぼ中央に位置す

る。この建物は4× 8間で二方に庇 もしくは縁を持ち、北方に1× 2間の張 り出しを持つ。他の堀立柱建物跡に比

べ規模が大きいことなどから考えて、中心をなす建物 (=主屋)であろう。さらに身舎部分の柱間は約2.lmの等間

隔で、柱は一辺約15cm(五寸)の角柱である (庇や張 り出しは丸柱の痕跡を示す)。 また、建物内部西側では東柱 と

見られる柱痕跡が検出され、床張 りの構造であることを示している。一方これに対し建物内部東側は、東柱痕跡が

見られず土間になっていたものとみられる。SB-1と 方向を―にする遺構はSA-1・ 2・ 3、 SB-2・ 4・ 5がある

が、重複関係からSA-2・ 3、 SB-2の 3者は同時に存在することは有 り得ない。SA-1は、SB-1の 東に位置し、

日隠塀 と考えられよう。また、SB-4・ 5も 、方向を同じにし、同様の計画的配置が伺え屋敷の付属屋と考えられよ

う (SB-5は調査区外へ延びて全容が判然 としないが総柱の建物になる可能性が考えられる)。

主な遺物は、龍泉窯系双魚文青磁鉢 。古瀬戸瓶子 (13世紀第 3四半期)。 在地産陶器・常滑・土師質土器などが出

上しており、遺物の年代観 としては13世紀から14世紀初頭頃までであろう (佐藤 :1990)。

しかし、屋敷内に、井戸跡や上坑が存在しないこと、遺物の量が極めて少ないことなど生活の痕跡が少ない特徴

が見られる。また、主屋の配置が屋敷区画のほぼ中心に位置していることや、鎌倉時代の遺構 として当地ではまれ

な角柱の建物であることなどから考えて、一概に当地の領主の屋敷跡であるなどと性格を早急に断定することは難

しいものと思われる。今後、屋敷区画内での建物の配置など県内はもとより多 くの類例 と合わせて検討していきた

ヤゝ。

中世屋敷跡 に関連 す る遺構

屋敷跡を区画する濤跡 SD-1と方向を同じくし、平行する2本の濤跡を東側で検出した (SD-9。 10)。 この 2本

の濤跡は、第14次調査において道路跡の可能性が指摘された濤跡 と、方向 。規格等が似ている。また、これらの中

間に位置する第25次調査で検出した濤跡を含めると若千方向が膨 らむもののほぼ同一線上に濤跡の連続が確認で

き、第14次調査で指摘された道路跡である可能性がより強 くなったといえよう。また、同様にSD-1と 方向をほば

同じくする濤跡 (SD-8)が、更に約25m東に存在している。この濤は途中で 3m程途切れてから更に南へ延びて

おり、この途切れた部分が何 らかの出入口 (土橋 ?)であった可能性が考えられる。この SD-8よ り東に、SB-6

が検出されており、SB-6も 、東側辺での柱の方向は10° 東に振れるもので屋敷地の建物群 と同一方向を向くもので

ある。このことは濤で区画された屋敷地の更に東にも、同様に濤で区画されたところに建物群が存在していること

が考えられる。しかし、SB-6は柱穴の大きさが、屋敷地のものと比べると小さいことや、濤の幅が狭いことなどか

ら同規模の屋敷であることは考えにくい。

以上のようなことからこれらの遺構は、中世屋敷地に関連する遺構群 ということができよう。
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登 録 番 号 枝 香 最 大 径 (aull, 厚 さ (IIull) 重 さ (Fr) 孔 径 (Du l) 4H庄節謝 側 固枡 磨 平 面 研 磨 穿 発 方 法 石 材
S1 5 0_15 1 75 b-1 I 滑  石

4_55 2_35 0_15 1_5 B b-1 1 滑  石

43 1 5 C-2 2 安 山 岩 管 凝 灰 岩
Ы 5‐ 3層 37 2.5 0 05 D b-1 1 滑  石

2 凱 5。 3層 C-2 1 滑  石

凱 5。 3層 4 45 2 55 1_5 H b-3 1
凱 5。 3層 3 35 E-1 b-1 1
S15。 3層 4_3 02 H b-1
S15。 3層 4_7 02 D b-1 1
S15,3層 47 0 05 H 1 滑  石
S15。 3層 F b-1 1 滑  石
S15‐ 3 4.35 H b-1 1 滑  石
S15‐ 3 C-1 b-1 1 安 山 岩 官 凝 灰 岩

4_5 0_15 0 H b-1 1 安 山 岩 管 灘 灰 岩
3 凱 5‐ 3層 0_15 H b-1 1 滑  石

凱 5・ 3層 4 95 C-1 b-1 2
3層 5 2_7 0_15 2 0 F b-1 滑  石

4 4_55 2 55 0 15 C-1 b-1 安 山 岩 質 凝 灰 岩
3 S16・ 床 面 0_15 A 滑  石

S16・ 2層 0_15 H 安 山 岩 質 凝 灰 岩
SD 9,1層 6_75 27 C-2 2 安 山 岩 質 凝 灰 岩
SD 9,1層 1_75 0_05 1 5 滑  石
SD 1 4_4 2.8 0 05 20 H b-1 2 滑  石
SD] 4 1 2 15 0 05 1_5 E-1 b-1 滑 石

4 75 2 85 0 1 1 75 B b-3 滑 石

02 B b-1
4_55 1 9 0_15 1 5 E-2 石

小 濤 19。 1層 35 20 D b-1 滑  石

小著尊35, 2層 6 15 C-1 b-1 滑 石
1 小導尊36・  2層 0 1 15 C-2 b-1 滑 石
2 /」 濤ヽ 36‐ 2層 7 D 安 山 岩 質 凝 灰 岩

/Jヽ専毒43。  1'雷 3_4 0_15 D b-1 安 山 岩 質 凝 灰 岩
22 0 1 1_75 H b-1 安 山 岩 管 理 灰 岩

3_95 0_1 B b-3 滑  石

1 2_65 0_1 0 C-1 b-1
1)曹 5_1 0 05 2_0 B b-3
1,琶 2_7 0 05 I b-3 滑  石

4 S黒 1,琶 2_8 0 1 1 5 D b-1 滑  石
5 SR 1,習 4 0_05 1 5 H b-1 滑 石
6 SR 1層 4_2 2 0,1 F 滑  石
7 SR 1層 4_15 0 1 F b-3 滑 石

8 SR 1層 1 6 0 05 1 5 b-3 滑 石

9 SR 2_1 0_05 1 5 E-1 b-2 滑 石

3 95 0_05 1_25 F b 滑 石

1,曹 1 1 0_05 5 C-2 b
1層 27 0 05 1 5 E-1 b 石

S 1層 2_85 0 15 H b 滑 石
SR 1層 5 H b-3 滑 石
SR 1層 5 65 0_15 1 75 E-1 b-1 滑 石

1 SR 1,習 4 0_05 I 滑 石
63 2 SR 1,膏 2_35 0_05 15 G b-1 滑 石

3 SR 1 34 0 05 1 25 F b-1 滑 石
SR 1 0_05 B b-3 滑 石

1 4_3 2.2 0_15 0 E-1 b-1 滑  石

1,曽 4 85 1_65 0 C-2 b-1
1,琶 25 0 D b-1 石

SR 1,習 0 05 5 C-2 b-1 滑  石
SR 1,習 5 1_9 0 05 0 E-2 b-1 滑  石
SR 1層 5_2 3 25 0 1 5 B 滑  石

1 SR 1層 3 5 b-1 滑 石
SR 1唐 1 3 05 D b-3 滑 石
SR 1 7 0 05 C-2 b-1 滑 石

4.35 C-1 b-3 滑 石

1層 2 35 0 1 H b-3
4層 1 2_ユ 0_15 B b-3 石

よ SR 4層 1 3_0 0 1 B b-3 滑 石
2 SR 4層 2 0_1 B b-3 滑 石

SR 4層 4 0 1 B b-3 滑 石
SR 4'書 6 2_25 02 20 C-2 b-1 滑 石

l SR 4厚雪 4_85 1,7 0,15 5 E-2 b-3 滑  石
SR 4層 4 95 0 95 5 C-2 b-1 滑  石

3 1 75 0_1 0 H b-3 滑  石

S尺 1‐ 1,曹 9 0_15 1 5 F b-1 1
1,琶 5 0_15 15 E-2 b-1 滑  石

S 4,畜 52 8 0 1 15 B b ユ 滑  石
1 SR 4層 1 0.1 1.5 E-2 b-1 滑  石
2 SR 4層 4 95 8 0 15 1_5 B b 滑  石
3 SR 4層 4_95 7 0_15 1 5 B b 1 滑 石

SR 6_15 1_75 B b-3 1 滑  石

5 SR 52 1 75 0_15 B b-3 1 滑 石

6 SR 4層 5 15 8 0 15 5 B b-3 1

1 凱 tl・ 4層 5 C-1 b-1 ユ 石

2 4層 8 0_05 1 5 B b-3 1 滑 石
3 SR 4,曹 8 0_05 10 F b-1 1 滑 石
4 SR 4'習 43 3 0 05 1_5 B b 1 滑 石
ユ SR 4'書 5 0 05 H b-1 1 滑 石
2 SR 4層 7 0 05 H b-1 1 滑 石

3 SR 1 0_05 5 D b-1 1 滑 石

4 SR 9 0 1 C-1 b-1 1 滑 石

5 SR 4'雷 4 9 0_05 1_5 B b-3 1
ut l・ 4層 5 0 05 1 5 C-1 b-1 1 石

7 4層 3 85 7 0,05 C-2 b-1 滑 石

8 8 SR 4サ雷 9 0_05 H b 緑 泥 片 岩
1 Slt 4,雷 6 0 05 G b
2 SR 4,雷 1 2_0 C-2 1 b-1 1 1 安 山 岩 質 凝 灰 を
3 SR 4層 5,3 2 0 1 2 25 B b-3 1 滑 石

第 6表 臼玉属性表②



登 録 ; 号 疲 番 最 大 径 (IIul) 厚 さ (Hull) 重 さ (g) 孔 径 (dul) 領U面形 状 側 面 五 石 材

SR 4層 4 05 2_9 0_05 1 75 C-1 b-1 1

SR 4層 C-1 b-1 2

1 B b-3 X 石

2 2_7 B b-3 1 石

4 3_25 0_2 F b-1 2 石

4 SR 4層 0_15 B b-3 1 石

5 SЖ 4,曽 F b-1 2 石

SR 4,習 2_35 0 15 b-1 石

7 SR 4,習 44 1_8 石

SR 4層 5_05 1 55 0 05 石

1 SR 4譴 5 1 0_15 2_0 C-1 石

2 SR 4層 2.2 0_05 B b-3
1_7 0,05 H b-1 石

4_3 1 55 0_05 B b-3 石

5 2_35 0_15 B b-3 石

1 SR 4,曹 1_5 C-2 b-1 石

SR 4,曽 5 05 I b-1 2 石

3 SR 4層 4_25 1 3 0 05 b― ■ 1 石

SR 4層 4_85 2 05 1 5 石

SR 4層 5 2 2 55 石

SR 4層 2 35 0 05 F 石

7 SR 4層 1_75 C-1 1 石

4_95 2_8 0 15 5 B b-3 1 石

2 4_2 C-1 1 石

4_9 0_05 5 E-1 b-1 1 石

4 SR 4,曹 3_05 5 B b-3 1 石

5 SR 4,曹 4_95 B b-3 1 石

SR 4層 0_■5 b 1 石

7 SR 4層 5 1 2.85 石

8 SR 4層 5_1 3_1 0 H 石

SR 4層 0 C-1 b-1 1 を山 岩 雪 凝 灰 岩

SR 4!書 4_2 2 45 B b-3 1 石

G b-1 1 石

3 2_7 0 05 E-1 b-1 1 石

1 4 C-2 b-1 ユ 石

2 SR 4,曽 4_7 5 H b-1 】 石

3 SR 4,習 46 2_05 b-1 ユ 緑 泥 片 岩

4 SR 4層 0_05 石

5 SR 4層 0_15 F 石

SR 4層 2 0_05 C-2 石

1 SR 4層 B b-3 1 石

SR 4層 5_25 2 2 0.15 B b-3 1 石

4_■5 0_05 B b-3 1 石

0_15 H b-1 ユ 石

1 SR 4,曹 0_1 C-2 b-1 1 そ山岩質凝灰岩

2 SR 4,曹 4_5 C-2 b-1 1 ぞ山岩質凝灰岩

3 Skt 4,蕃 0_ユ b-3 1 石

4 SR 4,琶 4 2_8 0_1 1 石

5 SR 4層 2_5 0 1 1 5 B 石

6 SR 4層 4 3 2_5 D b-1 石

7 SR 4層 0 15 E一 ユ b-1 2 石

0 1 A b-2 1 石

9 49 2_5 02 H b-1 1 石

4 2 5 02 A b-2 1 石

SR 4,曹 5 1 0 B b-3 1 石

1 SR 4,雷 1_7 0.05 b-1 1 石

2 SR 4,雷 2_55 0_05 1 5 B 1 石

3 SR 4層 5,ユ 1_55 0.15 15 C-2 石

SR 4層 4.7 0_15 1 5 H 石

SR 4層 A b-2 1 石

4_3 2 35 0 1 C-1 b-1 1 石

5_1 2_4 B b-3 1 石

8 4 3_1 0_2 1 5 B b-3 1 石

9 S尽 4層 5_05 1_5 D b-1 1 石

SR 4層 52 3 95 b-2 1 石

SR 4層 5 2_7 1_5 1 石

SR 4民雪 2_5 0 15 1_5 B 石

1 SR 4'習 1 3 0_05 H b-1 ■ 石

SR 4層 2_25 B b-3 1 石

5 2 95 0 25 B b-3 1 石

4 5_1 27 0 15 B b-3 1 石

5 SIt 4,曹 0 F b-1 2 石

6 SR 4,蓄 B b-3 1 石

7 SR 4層 5.1 27 b-3 1 石

8 SR 4層 26 02 1 5 B 石

SR 4層 25 0 1 B 石

SR 4層 02 1 5 B b-3 1 石

5 1 2_5 0_15 1 5 B b-3 1 石

0 1 1 5 B b-3 1 石

0_15 1 5 E― ユ b-1 2 石

SR 4,曽 4_75 1 C-2 b-1 1 石

SR 4,琶 5 1 2_7 0_1 5 B b-3 1 石

SR 4,雷 2.2 0_1 5 1 石

2 SR 4'書 33 1_8 0,05 0 D 石

3 SR 4'曹 4_3 0_05 5 H b 1 石

SR 4層 4_1 よ 0.1 5 E-2 b 1 石

4_5 1 9 0_1 5 H b 2 石

5 05 3^35 0 15 C-1 b 1 石

4 4 3 0_1 1 5 I b 1 石

5 SR 4サ曹 B b-3 1 石

S訳 4層 4_2 0 05 b 1 石

7 SR 4層 4 2 1 0 05 5 D 1 石

SR 4層 2 ■ 0 05 E-2 石

SR 4層 1 7 0 05 C-2 b 石

10 SR 4'書 2.25 0 05 5 D b 1 石

SR 4'雷 2 2 0_1 5 C-1 b 1 石

第 7表 臼玉属性表③
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第 8表 臼玉属性表④



第 9表 臼玉属性表⑤



遺構・層位 弥生土器
土  師  器

土師質土器 須恵器 陶器 磁器 平瓦 丸瓦 土製品 石製模造品 石製品 金属製品ロクロ未使用 ロクロ使用

S11

S12 1

1 5 6 1 1

S14 8 5 2

S15 1

S16 4

SDユ 6 1 5 2 1 2 4

SD 2 2 l 1 l 1 3 5 1

SD 3 3 2 l 6 4

SD 4 l l ユ

SD 8 2 1 1

SD 9 3 l 3 9

SD10 1

SDll 5 2

SR l 3 1

SR 2

SX l 1

SX 2

SX 3 l 5

SK l l

SK 2 l 1 1

SK 3 1

SK 4

SK 5 1 1 2

SK 6 l 1 1 3 2

SK 9 2

SK14 1 1

SK17 8 1 7 4 3

SK18 1

SK19 2

イ博到犬灌凱蕎 8

基本層 I層 1 l 1 7

基本層H層 2 4 2

基本層Ⅲ層 l 2

基本層Ⅳ層 ユ

基本層V 1

基本層Ⅵ層 1 1 2 5 2 1 129 1

浸 透 井 戸 3 3 1 5

そ の 他 2 1 2

計 6 6

第10表 登録遺物集計表



第 5章  ま と め

1.南小泉第26次調査は、南小泉遺跡の範囲のなかでもほぼ中央に位置している。

2.弥生時代の遺構は検出できなかったが、弥生時代中期桝形囲式期から後期十二塚式期にかけての遺物が出土

した。このうち主体をなすのは、前者に所属するものである。

3.古墳時代の遺構は、住居跡、竪穴遺構、河川跡、性格不明の上坑跡を検出した。そのうち、古墳時代前期に

所属するものは河川跡 (SR-2)で、他は古墳時代中期に所属するものである。住居跡 (SI-5)か らは、床面およ

び直上から多量の臼玉が出土しており住居の廃絶時における祭祀が行われたものと考えられる。また、河川跡 (SR

-1)からは、 4層上面で土師器、石製模造品がまとまって出上し、水辺での祭祀が行われたものと考えられる。

4。 平安時代の遺構は、住居跡、性格不明遺構、小濤状遺構群を検出した。遺物から見て住居跡、性格不明遺構

は平安時代前期に所属するものと考えられる。また、小濤状遺構群は灰白色火山灰降下以降の時期に所属するもの

があるが、時期を断定できる遺物が出上していないので時間幅を持つものである。

5,中世では、南側に隣接した第16次調査で濤跡と建物跡が既に検出され、屋敷跡の存在が指摘されていたが、

今回の調査により主屋 と考えられる建物跡 1棟、その付属施設 と思われる建物跡 4棟が検出された。また、濤跡 も

東辺 と、北辺のほとんどを検出している。主屋と考えられる建物跡は、 4× 8間で二方に庇もしくは縁を持ち、当

地方では希な角柱を使用している建物であることがわかった。しかし、区画内での建物群の配置等からは、単純に

その性格を捉えることは難しく、今後の検討が必要である。
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A.S11～ 3検出状況 (東 より)

B.S11検出状況 (北より)

C,S11カ マド完掘状況 (西より)

Do S12完掘全景 (東より)

写真図版 1



A.S13完掘全景 (南 より)

B.S14検出状況 (東より)

C,S14完掘全景 (北東より)

D.S15検出状況 (北西より)

V｀｀、 _



A,S15遺物出土状況 (南より)

B,S15完掘状況 (南 より)

Co S15カ マド遺物 (南より)

D.カ マド栽割断面 (南 より)

鶴 騨 群 長ゞ



Ao S15貯蔵穴 (南より)

B.S16遺物出土状況 (北 より)

C.S16完掘状況 (西より)

Do S16遺物出土状況 (南より)

写真図版 4



A.SBl検出状況 (北 より)

Bo SBl作業風景 (東より)

Co SBl柱穴断面 (南より)

Do SB2全景 (北より)
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写真図版 5



A.SB3全景 (北 より)

Bo SB4全景 (1ヒ より)

C.SDl北辺 (東 より)

D.SDl北辺 (西より)
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Ao SDl青磁出土状況 (南 より)

Bo SDl刀子出土状況 (南 より)

C,SD2全景 (北 より)

D.SD3全景 (南 より)

―
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―姿

写真図版 7



A.SD9完 掘全景 (南より)

B.SK2完掘全景 (南より)

C.SK3完掘全景 (北 より)

D SK4完掘全景 (南 より)

0
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写真図版 8



A. SK5完 掘全景 (南 より)

Bo SK7完掘全景 (北 より)

C.SK9断面 (北 より)

D.SK14完掘状況 (西 より)

写真図版 9



Ao SK17完掘状況 (西より)

Bo SRl遺物出土状況 (南 より)

Co SRl遺物出上状況 〈北半〉 (南より)

D.SR2高不出土状況 (南より)

写真図版10
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西区全景

東区全景

調査区遠景

写真図版H
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